
寛
政
年
間
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
の
木
綿
仕
入
状
況
と
そ
の
特
質

下
向
井
紀
彦

は
じ
め
に

一
伯
州
木
綿
の
仕
入
注
文
増
加

二
江
戸
向
店
と
伯
州
木
綿

三
大
坂
本
店
と
伯
州
木
綿

四
仕
入
注
文
数
急
増
に
伴
う
問
題

五
仕
入
不
足
解
消
策
の
模
索

六
仕
入
補
完
体
制
の
整
備

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
八
世
紀
後
半
は
、
幕
藩
制
的
流
通
構
造
の
転
換
期
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
在
郷
商
人
の
台
頭
に
よ
っ
て
都
市
問
屋
・
問

屋
仲
間
の
流
通
独
占
が
脅
か
さ
れ
、
城
下
町
問
屋
を
介
さ
な
い
直
売
と
い
う
産
地
と
三
都
を
直
結
す
る
流
通
ル
ー
ト
が
現
れ
る
な
ど
、
旧
来

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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の
幕
藩
制
的
流
通
構
造
は
徐
々
に
変
容
し
て
い
く
（
１
）。
こ
の
よ
う
な
在
郷
商
人
の
台
頭
に
よ
る
流
通
構
造
の
変
容
を
地
域
経
済
圏
の
形
成
と
い

う
視
点
か
ら
、
関
東
地
廻
り
経
済
圏
や
商
品
作
物
生
産
の
伸
張
に
よ
る
生
産
地
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
各
地
の
在
郷
商
人
の
個
別
研
究
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
（
２
）。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
特
に
在
郷
商
人
と
商
品
生
産
・
流
通
構
造
と
の
関
係
、
ま
た
彼
ら
と
中
央
市
場
・
都
市
問
屋

と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

一
方
、
三
井
越
後
屋
・
白
木
屋
・
大
丸
・
長
谷
川
家
等
、
当
該
期
の
都
市
問
屋
資
本
の
個
別
動
向
に
つ
い
て
は
、
経
営
帳
簿
を
用
い
た
経

営
分
析
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
集
荷
に
お
け
る
地
方
都
市
商
人
、
買
宿
や
買
次
問
屋
の
編
成
、
経
営
改
革
な
ど
の
研
究
も
進
展
し
て
い
る
（
３
）。

生
産
地
と
の
関
係
や
商
品
流
通
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
問
屋
仲
間
と
し
て
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
（
４
）。
し
か
し
、
商
品
の
仕
入
か
ら
販
売

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
く
み
、
そ
れ
に
関
与
す
る
人
々
の
活
動
の
詳
細
、
あ
る
い
は
他
店
と
の
競
合
と
調
整
等
の
経
営
の
動
態
つ
い
て
は
な

お
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
商
品
作
物
生
産
の
進
展
や
在
郷
商
人
の
成
長
、
新
た
な
商
品
流
通
ル
ー
ト
の
成
立
な
ど
、
当
該
期
の
経
済

動
向
に
都
市
問
屋
資
本
が
如
何
に
対
応
し
た
の
か
、
都
市
問
屋
資
本
側
の
史
料
を
用
い
た
研
究
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
問
屋
資
本
の
仕
入
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
寛
政
年
間
の
三
井
越

後
屋
京
本
店
の
木
綿
仕
入
を
通
し
て
、
右
の
課
題
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
井
越
後
屋
京
本
店
で
は
天
明
年
間
か
ら
、
低
価
格
で
大
量
集
荷
が
可
能
な
伯
州
木
綿
市
場
を
開
拓
し
、
伯
州
木
綿
を
中
心
に
仕
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
伯
州
木
綿
は
鉄
・

�・
紙
等
と
と
も
に
鳥
取
藩
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
綿
作
は
明
和
・
安
永
期
以
降
、
木
綿

織
は
天
明
期
以
降
急
速
に
普
及
し
て
い
き
、
特
に
木
綿
織
は
、
文
政
年
間
に
は
約
五
〇
万
反
か
ら
八
〇
万
反
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
る
（
５
）。
三

井
越
後
屋
で
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
伯
州
赤
碕
の
西
紙
屋
を
買
宿
に
任
命
し
て
木
綿
直
仕
入
を
始
め
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇

〇
）
か
ら
は
雲
州
の
西
台
屋
彦
兵
衛
を
買
宿
に
任
命
し
直
仕
入
を
開
始
す
る
（
６
）。
雲
州
木
綿
の
生
産
は
伯
州
よ
り
も
早
く
、
す
で
に
安
永
年
間

に
は
木
綿
の
他
国
売
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
木
綿
市
も
発
達
し
て
い
た
。
雲
州
で
木
綿
市
の
立
つ
と
こ
ろ
は
平
田
・
松
江
・

杵
築
・
宍

道
・

2



直
江
・
今
市
・
加
茂
・
大
東
・
三
刀
屋
で
あ
っ
た
（
７
）。
三
井
越
後
屋
で
も
こ
の
木
綿
市
を
通
じ
て
木
綿
集
荷
を
行
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
寛
政
年
間
に
は
、
伯
州
木
綿
・
雲
州
木
綿
は
三
井
越
後
屋
京
本
店
に
お
け
る
主
力
商
品
の
地
位
を
確
立
し
、
寛
政
年
間
か
ら
慶

応
年
間
ま
で
京
本
店
の
仕
入
れ
る
木
綿
の
三
割
か
ら
五
割
は
伯
州
木
綿
と
雲
州
木
綿
で
占
め
、
他
の
仕
入
先
を
圧
し
て
い
た
（
８
）。
三
井
越
後
屋

が
伯
州
木
綿
の
直
仕
入
を
開
始
し
た
と
き
、
他
の
ど
の
都
市
問
屋
資
本
も
い
ま
だ
直
仕
入
に
参
入
し
て
い
な
い
地
で
あ
り
、
三
井
越
後
屋
が

他
に
先
ん
じ
て
伯
州
木
綿
に
着
目
し
て
市
場
開
拓
し
た
こ
と
が
、
伯
州
木
綿
の
独
占
集
荷
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
井
越
後
屋
は
買

宿
を
通
し
て
、
生
産
者
に
織
機
や
繰
綿
を
提
供
し
、
前
貸
し
に
よ
る
木
綿
生
産
を
行
い
積
登
せ
て
い
た
。
三
井
越
後
屋
は
伯
州
に
お
い
て
、

①
商
品
生
産
奨
励
の
推
進
者
と
し
て
、
②
買
宿
を
媒
介
と
し
た
商
品
生
産
の
組
織
者
と
し
て
、
主
導
的
立
場
に
あ
り
、
価
格
決
定
に
お
い
て

も
他
に
対
し
て
優
位
性
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
寛
政
年
間
に
な
る
と
、
伯
州
木
綿
の
生
産
量
も
増
大
し
、
他
の
大
坂
商
人
に
よ
る
仕
入

も
始
ま
る
。
そ
の
結
果
、
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
の
仕
入
量
が
減
少
す
る
と
さ
れ
（
逆
に
雲
州
木
綿
の
仕
入
は
増
加
）
、
他
の
在
地
商
人

に
よ
る
流
通
経
路
拡
大
に
よ
っ
て
三
井
越
後
屋
は
伯
州
木
綿
の
仕
入
価
格
決
定
に
お
け
る
優
位
性
を
喪
失
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
寛
政
年
間
に
お
け
る
伯
州
木
綿
仕
入
に
つ
い
て
、
以
上
み
て
き
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
注

文
数
増
減
の
実
態
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
が
、
そ
の
さ
い
、
京
本
店
の
内
部
的
要
因
や
江
戸
・
大
坂
の
各
店
舗
と
の
関
係
に
つ

い
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
①
三
井
越
後
屋
の
仕
入
部
門
で
あ
る
京
本
店
に
よ
る
木
綿
注
文
数
の
算
出
・
確
定
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通

し
て
木
綿
仕
入
に
お
け
る
京
本
店
の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
三
井
越
後
屋
の
大
坂
・
江
戸
の
各
営
業
店
に
お
け
る
伯
州
木
綿

重
視
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
②
各
営
業
店
か
ら
の
注
文
増
加
と
伯
州
木
綿
の
仕
入
不
足
状
況
、
仕
入
不

足
へ
の
京
本
店
の
対
応
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
③
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
三
井
越
後
屋
京
本
店
の
商
品
仕
入
を
在
地
商

人
・
他
の
都
市
問
屋
資
本
と
の
関
係
の
中
で
考
察
す
る
。

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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（

1）
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』（
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
中
井
信
彦
『
転
換
期
幕
藩
制
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）、

北
島
正
元
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）。

（

2）
例
え
ば
、
八
木
哲
浩
『
近
世
の
商
品
流
通
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
、
伊
藤
好
一
『
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開
』
（
柏
書
房
、
一
九
六
六

年
）
な
ど
。
な
お
、
本
稿
で
は
在
地
商
人
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
現
地
の
商
人
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
越
後

屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
に
関
す
る
史
料
か
ら
は
、
買
宿
西
紙
屋
以
外
の
現
地
商
人
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伯
州
木
綿
の
生

産
・
流
通
構
造
に
お
い
て
、
在
地
商
人
が
三
井
越
後
屋
の
参
入
と
独
占
に
対
し
て
い
か
に
対
応
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
三
井
越
後
屋
史

料
と
藩
政
史
料
・
地
方
史
料
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
途
検
討
を
進
め
た
い
。

（

3）
『
三
井
事
業
史
』
（
本
編
第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
）
、
賀
川
隆
行
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
、
前
掲
北
島

著
書
、
『
大
丸
二
百
五
十
年
史
』
（
一
九
六
七
年
）、
『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
一
九
五
七
年
）。

（

4）
前
掲
北
島
著
書
、
前
掲
林
著
書
。

（

5）
『
鳥
取
県
史
』
第
五
巻
近
世
文
化
産
業
（
第
四
章
第
一
節
「
近
世
産
業
概
観
」、
河
手
龍
海
・
浜
崎
洋
三
執
筆
担
当
、
一
九
八
二
年
）。『
鳥
取

県
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。
な
お
、
木
綿
を
ふ
く
め
て
鳥
取
の
在
方
産
業
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
藩
政
史
料
を
用
い
た
安
藤

精
一
氏
の
研
究
が
あ
り
（
安
藤
精
一
『
近
世
在
方
商
業
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
）
、
木
綿
の
流
通
統
制
策
に
つ
い
て
は
山
中
寿

夫
氏
が
三
井
越
後
屋
の
史
料
も
利
用
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
山
中
寿
夫
「
鳥
取
藩
の
幕
末
藩
政
改
革
と
国
産
流
通
統
制
」
『
鳥
取
大
学

学
芸
部
研
究
報
告

人
文
・
社
会
科
学
』
一
四
、
一
九
六
三
年
、
同
「
化
政
期
鳥
取
藩
に
お
け
る
木
綿
の
流
通
統
制
に
つ
い
て
」
『
鳥
取
大
学

学
芸
部
研
究
報
告
人
文
・
社
会
科
学
』
一
六
、
一
九
六
五
年
）。

（

6）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』、
前
掲
賀
川
著
書
、
下
向
井
紀
彦
「
天
明
年
間
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
活
動
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』

四
六
、
二
〇
一
二
年
）
。
買
宿
と
は
、
三
都
商
業
資
本
に
従
属
し
て
現
地
で
木
綿
仕
入
に
あ
た
る
現
地
商
人
で
あ
る
。
西
紙
屋
は
現
地
仲
買
か

ら
の
仕
入
、
木
綿
生
産
者
か
ら
の
集
荷
で
木
綿
を
確
保
し
、
積
み
登
せ
て
い
た
。

（

7）
伊
藤
好
一
「
出
雲
の
木
綿
市
」（
『
地
方
史
研
究
』
一
四

�二
・
三
、
一
九
六
四
年
）、『

三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
二
八
頁
。

（

8）
前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
、
一
一
頁
。
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一
伯
州
木
綿
の
仕
入
注
文
増
加

1

京
本

店
に

お
け

る
注

文
数

確
定

方
法

京
本
店
は
、
三
井
越
後
屋
本
店
一
巻
（
呉
服
・
木
綿
部
門
）
の
統
括
部
門
で
あ
る
と
と
も
に
、
呉
服
・
木
綿
類
の
仕
入
部
門
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
仕
入
の
前
提
と
し
て
伯
州
・
雲
州
木
綿
を
も
と
に
、
京
本
店
の
木
綿
注
文
数
の
確
定
方
法
を
確
認
し
た
う
え
で
、
仕
入
部
門
と
し
て

の
京
本
店
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
京
本
店
で
木
綿
仕
入
を
担
当
し
て
い
た
の
は
木
綿
方
と
い
う
部
署
で
あ
る
。
木
綿
方

は
大
坂
本
店
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
木
綿
方
と
い
う
場
合
、
特
記
し
な
い
限
り
、
京
本
店
の
木
綿
方
を
さ
す
。

京
本
店
木
綿
方
の
仕
入
れ
る
伯
州
・
雲
州
木
綿
は
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
・
大
坂
本
店
の
三
店
舗
の
需
要
に
応
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

木
綿
方
で
は
、
各
店
舗
か
ら
の
過
去
二
年
間
の
注
文
量
を
平
均
し
て
必
要
木
綿
量
を
推
計
し
、
木
綿
方
で
数
字
の
調
整
を
行
っ
た
上
で
最
終

的
な
仕
入
＝
注
文
量
を
確
定
し
、
伯
州
買
宿
西
紙
屋
に
注
文
書
を
送
っ
て
い
た
。
西
紙
屋
に
残
っ
て
い
る
注
文
書
は
京
本
店
の
重
役
手
代
の

名
前
で
発
信
さ
れ
て
い
る
た
め
、
京
本
店
上
層
部
の
最
終
的
な
決
済
を
受
け
た
上
で
注
文
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。
木
綿
方
は
毎
年
秋
に
、
そ
の
年
秋
か
ら
翌
年
夏
に
現
地
で
仕
入
れ
る
木
綿
数
を
決
め
る
（
「
買
方
調
」
）
。
第

1

表
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
伯
州
木
綿
注
文
数
確
定
手
順
で
あ
る
。
寛
政
十
年
秋
に
注
文
す
る
木
綿
は
、
翌
年
（
寛
政
十
一
年
）
秋
・

翌
々
年
（
寛
政
十
二
年
）
春
夏
に
各
店
舗
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
注
文
に
対
応
す
る
品
物
に
な
る
（
「
未
秋
注
文
・
申
春
注
文
買
方
入
用
」
）
。

木
綿
方
は
、
寛
政
十
年
九
月
に
現
地
に
送
る
注
文
数
算
出
の
た
め
、
去
年
（
寛
政
九
年
）
と
今
年
（
寛
政
十
年
）
に
各
店
舗
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
品
目
別
の
注
文
数
を
合
計
し
、
二
ヶ
年
平
均
を
取
り
、
こ
れ
を
各
店
舗
の
必
要
木
綿
数
と
し
て
見
積
も
る
（
第

1表
・
第

2表
の
①
）。

寛
政
十
年
の
場
合
、
各
店
舗
の
寛
政
十
一
年
度
の
必
要
木
綿
量
は
六
万
二
〇
六
〇
反
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
各
店
舗
が
実
際
に
必
要
と
し

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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て
い
る
数
字
を
上
げ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
木
綿
方
で
過
去
二
ヶ

年
分
の
注
文
実
績
に
基
づ
い
て
機
械
的
に
各
店
舗
の
必
要
木
綿
量

を
推
算
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
木
綿
方
は
伯
州
へ
発
注
す
べ
き
木
綿
数
を
決
定
す
る
。

第

2表
が
木
綿
方
で
の
注
文
数
の
調
整
工
程
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ま
ず
木
綿
方
が
、
②
今
年
秋
段
階
で
把
握
し
て
い
る
在
庫
（
有
物
）

と
、
③
来
春
・
夏
の
予
測
追
加
注
文
分
（
来
春
注
文
・
夏
注
文
共
）・

三
店
仕
入
不
足
分
（
１
）を
そ
れ
ぞ
れ
確
定
し
て
差
し
引
き
し
て
、
④
現

6

数の操作（寛政10年注文の場合）

芝口店 向 店 大坂本店

同秋 寛政10
年春 同秋 寛政9

年春 同秋 寛政10
年春 同秋 寛政9

年春 同秋 寛政10
年春 同秋

4,200 2,300 4,650 9,000 13,500 9,050 17,000 � � � �

4,000 2,800 3,700 2,000 1,700 2,000 3,000 � � � �

2,600 � 1,600 � 4,550 � 2,300 � 1,330 � 2,020

350 570 � � � � � 800 970 720 660

� � � 2,400 2,130 6,010 5,310 � � � �

� � � � � � � 300 400 450 300

� � � � � � � � 500 � 500

� � � � 1,000 � 1,000 � � � �

� � � � � � � � 500 � 500

11,150 5,670 9,950 13,400 22,880 17,060 28,610 1,100 3,700 1,170 3,980

16,600 15,620 36,280 45,670 4,800 5,150

32,220 81,950 9,950

124,120

62,060

文庫所蔵史料 別1722）。

第2表 京本店での木綿注文数（寛政10年

注文の場合）

項目 反数

①各店二ヶ年平均 62,060

②有物 27,000

③来春注文・夏注文共、三店仕入不足 22,700

④差引 4,300

⑤入用分 57,760

⑥伯州木綿注文数 60,000

出所）「伯州買方控」（三井文庫所蔵史料 別1722）。



状
の
過
不
足
を
算
出
し
（
＝
②
－
③
）
、
さ
ら
に
先
ほ
ど
集
計
し

た
各
店
舗
の
必
要
木
綿
量
①
と
差
し
引
き
し
て
、
⑤
最
終
的
な
必

要
量
を
確
定
す
る
（
＝
①
－
④
）
。
寛
政
十
年
の
場
合
、
有
物
の

二
万
七
〇
〇
〇
反
と
、
予
想
追
加
注
文
分
と
仕
入
不
足
分
あ
わ
せ

て
二
万
二
七
〇
〇
反
を
差
し
引
き
し
て
四
三
〇
〇
反
の
超
過
が
発

生
す
る
た
め
、
先
述
の
各
店
舗
必
要
木
綿
量
六
万
二
〇
六
〇
反
か

ら
、
四
三
〇
〇
反
の
余
剰
分
を
除
い
た
五
万
七
七
六
〇
反
が
最
終
的
な
必
要
量
で
あ
る
。
木
綿
方
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
数
字
を
調
整
し
、
⑥

西
紙
屋
へ
の
注
文
数
を
確
定
す
る
（
こ
こ
で
は
六
万
反
）
。
第
五
章
で
触
れ
る
よ
う
に
、
木
綿
方
で
は
計
算
上
の
木
綿
注
文
数
が
あ
ま
り
に

厖
大
に
な
る
場
合
、
実
際
の
注
文
数
を
削
減
す
る
場
合
が
あ
る
。
各
店
舗
か
ら
の
実
際
の
要
望
を
踏
ま
え
な
い
以
上
、
木
綿
方
に
は
過
不
足

の
少
な
い
適
切
な
注
文
数
決
定
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
木
綿
方
（
す
な
わ
ち
仕
入
部
門
で
あ
る
京
本
店
）
は
、
必
要
木
綿
数
の
集
計
と
注
文

数
の
調
整
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

木
綿
方
で
は
、
こ
の
数
字
を
踏
ま
え
て
西
紙
屋
へ
の
注
文
書
を
作
成
す
る
。
第

3表
は
西
紙
屋
に
残
る
京
本
店
か
ら
の
注
文
書
の
品
目
別
・

単
価
別
の
注
文
数
で
あ
る
。
注
文
書
に
は
生
木
綿
六
万
反
の
内
訳
と
し
て
、
生
下
シ
地
、
晒
地
、
小
紋
中
形
・
半
晒
地
・
真
岡
地
・
小
裁
地
・

手
拭
地
・
紅
地
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
第

1表
の
品
目
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
価
格
帯
は
、
裾
（
値
が
付
か
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
）
か
ら
一

三
匁
程
度
ま
で
あ
り
、
多
く
が
九
匁
以
下
に
集
中
し
て
い
る
。
注
文
書
の
内
、
生
下
シ
地
と
晒
地
に
は
品
質
に
つ
い
て
の
注
文
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
晒
地
に
は
「
随
分
地
細
ニ
而
糸

�宜
品
御
調
入
可
被
成
候
」
と
あ
り
、
京
本
店
の
求
め
る
晒
地
は
き
め
細
か
い
生
地
で

糸
の

�い
も
よ
い
品
物
で
あ
っ
た
が
わ
か
る
。
ま
た
、
寸
法
に
つ
い
て
は
全
て
同
じ
規
格
で
注
文
し
て
お
り
「
地
巾
九
寸
已
上
、
惣
尺
二
丈

七
尺
よ
り
短
キ
者
一
切
無
用
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幅
は
九
寸
以
上
、
尺
は
二
丈
七
尺
よ
り
短
い
物
は
不
可
と
し
て
い
る
。

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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第1表 各店舗の注文

寛政9
年春

生下シ地 2,800

晒地 2,500

両面染

小紋中形
�

更紗地・片面染

小紋中形・半晒共
150

色物・片面染

小紋中形・半晒共
�

真岡 �

小裁地 �

手拭地 �

紅地 �

季別合計 5,450

年別合計

二ヶ年合計

三店二ヶ年合計

三店二ヶ年平均①

出所）「伯州買方控」（三井



こ
れ
ら
の
仕
様
を
記
載
し
た
あ
と
、
最
後
に
木
綿
方
か
ら

の
注
文
木
綿
の
仕
様
に
つ
い
て
の
注
意
書
と
、
重
役
手
代
ら

か
ら
の
注
文
仕
様
に
つ
い
て
の
注
意
書
が
あ
り
、
京
本
店
支

配
ら
手
代
（
２
）の
署
名
・
押
印
の
上
で
、
宛
所
に
西
紙
屋
佐
兵
衛

の
名
前
を
記
載
し
て
い
る
。
注
意
書
に
は
「
尺
寸
之
儀
毎
度

得
御
意
候
へ
共
、

�角
無
幅
物
短
尺
之
品
多
有
之
、
直
引
相

立
困
入
候
」
な
ど
、
寸
法
の
足
り
な
い
品
物
が
多
く
値
引
き

対
象
と
な
り
困
っ
て
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
寸
法
チ

ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
重
役
手
代
も
同

様
の
指
示
を
し
て
い
る
。
京
本
店
で
は
西
紙
屋
へ
の
木
綿
注

文
に
あ
た
り
、
品
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
許
容
範
囲
内
の

規
格
の
木
綿
仕
入
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
注

文
に
基
づ
き
、
西
紙
屋
は
伯
州
木
綿
の
仕
入
れ
を
行
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

2

江
戸

・
大
坂

各
店
舗
の

必
要
木
綿

量

木
綿
方
が
集
計
し
た
各
店
舗
の
必
要
木
綿
量
の
動
向
か
ら
、

店
舗
別
の
伯
州
木
綿
の
需
要
を
み
て
み
よ
う
。
第

4表
は
京

8

第3表 京本店より西紙屋への注文数（寛政10年） （単位：反）

晒地 生下シ地 小紋中形･
半晒地 真岡地 小裁地 手拭地 紅地 合計

裾～

3,500 6,000 2,000
1,000

5004匁5分

5005匁

5匁5分
4,300

8,000

4,500
6匁

6匁5分
1,500 3,500

7匁

7匁5分
500 3,000

8匁

7,000

700

8匁5分
200 3,000

9匁

9匁5分
1,000

10匁

10匁5分
300

11匁

11匁5分

12匁

12匁5分

13匁

合計 10,000 30,000 17,300 700 500 1,000 500 60,000

出所）「京本店木綿御注文帳」（鳥取県立博物館所蔵 西紙屋資料35）。



本
店
で
算
出
し
た
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量

と
、
京
本
店
か
ら
買
宿
へ
の
伯
州
・
雲
州
木
綿
注
文
数
で
あ

る
。
寛
政
八
年
か
ら
文
化
六
年
は
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
に
基

づ
い
て
作
成
し
、
寛
政
五
年
か
ら
七
年
分
は
西
紙
屋
の
史
料

に
あ
る
木
綿
注
文
帳
（
３
）で
補
っ
た
。
現
時
点
で
、
当
該
期
の
木

綿
注
文
数
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
こ
の
一
七
年
分
の
み
で

あ
る
。

第

4表
の
Ａ
列
が
木
綿
方
で
集
計
し
た
各
店
舗
の
必
要
木

綿
量
合
計
、
Ｂ
列
か
ら
Ｄ
列
が
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
芝
口
店
・
江

戸
向
店
・
大
坂
本
店
の
必
要
木
綿
量
、
Ｅ
列
が
京
本
店
が
在

庫
や
不
足
な
ど
の
調
整
を
行
い
最
終
的
に
確
定
し
た
木
綿
注

文
数
、
Ｆ
列
が
京
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
注
文
数
、
Ｇ
・
Ｈ

列
が
伯
州
と
雲
州
へ
の
注
文
内
訳
で
、
Ｇ
列
が
伯
州
木
綿
、

Ｈ
列
が
雲
州
木
綿
で
あ
る
（
後
述
す
る
が
雲
州
木
綿
は
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
買
宿
契
約
を
結
び
、
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
よ
り
直
仕
入
を
開
始
す
る
）。

各
店
舗
の
必
要
木
綿
量
を
み
て
み
よ
う
（
Ａ
～
Ｄ
列
）
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
以
降
の
各
店
舗
の
必
要
木
綿
量
が

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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第4表 京本店の伯州・雲州木綿注文高 （単位：反）

各店舗の必要木綿量 京本店で
決定した
注文高

E

雲伯木綿注文高計

合計
A

江戸
芝口店

B

江戸
向店
C

大坂
本店
D

合計
F

伯州
木綿
G

雲州
木綿
H

寛政5年丑 1793 20,000 20,000

寛政6年寅 1794 40,000 40,000

寛政7年卯 1795 72,000 72,000

寛政8年辰 1796 51,160 15,665 30,950 4,545 59,360 60,000 60,000

寛政9年巳 1797 55,775 15,900 34,965 4,910 69,875 70,000 70,000

寛政10年午 1798 62,060 16,110 40,975 4,975 57,760 60,000 60,000

寛政11年未 1799 66,206 16,118 44,750 5,338 62,126 50,000 50,000

寛政12年申 1800 63,566 15,423 43,505 4,638 53,990 45,000 45,000

享和元年酉 1801 61,270 15,125 42,300 3,845 62,830 53,000 35,000 18,000

享和2年戌 1802 65,430 17,105 44,435 3,890 61,920 60,000 45,000 15,000

享和3年亥 1803 72,770 20,625 48,090 4,055 66,510 65,000 45,000 20,000

文化元年子 1804 73,925 22,275 46,865 4,785 55,790 55,000 40,000 15,000

文化2年丑 1805 68,590 17,935 45,330 5,325 50,870 52,000 40,000 12,000

文化3年寅 1806 71,555 17,350 49,010 5,195 49,440 55,000 40,000 15,000

文化4年卯 1807 81,375 19,030 56,945 5,400 63,900 65,000 50,000 15,000

文化5年辰 1808 82,730 17,885 59,680 5,165 50,218 40,000 25,000 15,000

文化6年巳 1809 79,866 21,055 51,470 7,341 50,383 47,000 47,000

出所） ①「伯州買方控」（三井文庫所蔵史料 別1722）。②「京本店木綿御注文帳」（鳥取県立博物館所蔵

史料 西紙屋資料35）。

注） 寛政5年から同7年までの注文数は②史料から作成した。



わ
か
る
。
こ
の
期
間
、
江
戸
向
店
（
Ｃ
列
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。
江
戸
向
店
は
江
戸
の
三
井
越
後
屋
営
業
店
の
な
か
で
主
に
木
綿
製
品
の
仕

入
・
販
売
を
行
う
店
で
あ
る
。
寛
政
八
年
の
三
万
反
余
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
約
五
万
九
〇
〇
〇
反
余
と

な
っ
て
お
り
、
全
て
の
年
で
各
営
業
店
の
合
計
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
は
江
戸
芝
口
店
（
Ｂ
列
）
で
あ
る
。
漸
増
傾

向
に
あ
る
が
、
江
戸
向
店
の
半
分
に
も
及
ば
ず
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
二
万
二
〇
〇
〇
反
余
が
最
大
で
あ
る
。
大
坂
本
店
（
Ｄ
列
）

は
さ
ら
に
少
な
く
、
三
〇
〇
〇
反
か
ら
五
四
〇
〇
反
の
間
を
推
移
し
て
い
る
。

各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量
合
計
（
Ａ
列
）
は
年
に
よ
り
若
干
の
高
下
は
あ
る
も
の
の
、
寛
政
八
年
の
五
万
一
〇
〇
〇
反
余
か
ら
漸
増
傾
向

に
あ
り
、
文
化
五
年
に
は
八
万
二
〇
〇
〇
反
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
店
舗
か
ら
の
伯
州
木
綿
の
需
要
増
大
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、

仕
入
不
足
や
京
本
店
か
ら
の
下
し
不
足
（
廻
送
不
足
）
を
見
越
し
て
の
各
店
舗
か
ら
の
増
量
注
文
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
各
店
舗

の
必
要
木
綿
量
か
ら
み
る
限
り
、
江
戸
向
店
が
木
綿
注
文
数
の
増
加
傾
向
を
牽
引
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
京
本
店
を
介
し
た
伯
州
木
綿
・
雲

州
木
綿
の
仕
入
に
お
い
て
、
主
要
な
送
り
先
は
江
戸
向
店
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第

4表
か
ら
み
て
と
れ
る
各
店
舗
の
伯
州
木
綿
注
文
数
の
増
加
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
の
抱
え
る
事
情
と
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
次
章
以
降
、
こ
の
注
文
数
増
加
原
因
に
つ
い
て
、
寛
政
年
間
に
お
い
て
伯
州
木
綿
注
文
増
加
を
牽
引
し
た
江
戸
向
店

と
、
木
綿
仕
入
体
制
を
大
き
く
変
更
し
た
大
坂
本
店
か
ら
考
察
す
る
。

（

1）
こ
の
仕
入
不
足
分
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
不
足
分
か
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

2）
こ
こ
で
署
名
し
て
い
る
の
は
浅
井
弥
右
衛
門
（
京
本
店
支
配
）、
山
田
茂
助
（
同
上
）、
松
田
久
兵
衛
（
同
上
）、
藤
田
藤
七
（
京
本
店
役
頭
）、

清
水
善
五
郎
（
同
上
）、
忠
七
（
京
本
店
の
小
椋
忠
七
ヵ
、
享
和
三
年
段
階
で
役
頭
、
寛
政
十
年
段
階
の
役
職
不
明
）
の
六
名
で
あ
る
（「
店
々

役
人
名
鑑
」
三
井
文
庫
閲
覧
室
配
架
資
料
）。
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（

3）
「
京
本
店
木
綿
御
注
文
帳
」
（
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
史
料

西
紙
屋
資
料
三
五
）
。
こ
れ
は
寛
政
五
年
～
寛
政
十
一
年
・
享
和
元
年
の
三
井

越
後
屋
か
ら
西
紙
屋
へ
の
木
綿
注
文
帳
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
京
本
店
手
代
を
差
出
と
す
る
注
文
と
、
大
坂
本
店
手
代
を
差
出
と
す
る
二
系
統
の

注
文
が
綴
じ
て
あ
る
。

二
江
戸
向
店
と
伯
州
木
綿

1

江
戸

向
店

と
勢

州
木

綿

江
戸
向
店
は
こ
の
時
期
、
廉
価
木
綿
の
仕
入
を
模
索
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
江
戸
向
店
は
先
述
の
よ
う
に
、
江
戸
三
店
の
中
で
主
に

木
綿
の
仕
入
・
販
売
を
手
が
け
る
部
門
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
江
戸
向
店
が
仕
入
れ
て
い
た
主
力
木
綿
は
勢
州
木
綿
で
あ
っ
た
。

江
戸
向
店
で
は
三
井
越
後
屋
松
坂
店
（
越
後
屋
則
右
衛
門
店
）
か
ら
勢
州
木
綿
を
仕
入
れ
て
い
た
。
一
般
的
に
、
江
戸
の
木
綿
問
屋
は
勢

州
木
綿
を
松
坂
の
買
次
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
が
、
向
店
の
勢
州
で
の
仕
入
先
は
松
坂
店
の
み
で
あ
っ
た
。
松
坂
店
の
木
綿
集
荷
形
態
は

在
地
仲
買
か
ら
買
う
の
が
六
割
、
坪
買
（
生
産
者
に
前
貸
金
を
与
え
て
直
接
仕
入
れ
る
「
坪
廻
り
直
買
」
）
が
四
割
で
あ
っ
た
。
仲
買
か
ら

の
仕
入
は
口
銭
が
か
か
り
廉
価
仕
入
が
困
難
に
な
る
た
め
、
江
戸
木
綿
問
屋
は
買
次
問
屋
に
坪
買
を
積
極
的
に
行
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、

松
坂
店
の
木
綿
は
高
く
、
文
化
年
間
に
四
日
市
の
買
次
問
屋
・
伊
藤
作
兵
衛
に
勢
州
木
綿
の
注
文
を
出
し
松
坂
店
の
木
綿
と
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
伊
藤
作
兵
衛
の
仕
入
れ
た
木
綿
の
方
が
廉
価
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
江
戸
向
店
で
は
文
化
年
間
以
降
伊
藤
作
兵
衛
か
ら
の
取
引
を
増

加
さ
せ
て
い
っ
た
（
１
）。
本
稿
で
は
寛
政
年
間
を
と
り
あ
げ
る
た
め
、
伊
藤
作
兵
衛
へ
の
切
替
以
前
の
状
況
で
あ
る
。

第

1図
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
ま
で
の
、
江
戸
向
店
の
主
要
木
綿
仕
入
額
（
銀
高
）
で
あ
る
。
江

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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12

第
1
図
江
戸
向
店
主
要
木
綿
の
仕
入
額

出
所
）
「
江
戸
向
店
目
録
吟
味
寄
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
839・

840）。



戸
向
店
が
仕
入
れ
て
い
た
主
要
商
品
は
勢
州
木
綿
、
大
坂
木
綿
（
大
坂
に
集
荷
さ
れ
る
木
綿
）
、
奥
州
木
綿
、
尾
州
木
綿
・
三
州
木
綿
で
あ

り
、
仕
入
銀
額
の
上
で
は
勢
州
木
綿
が
最
有
力
商
品
で
あ
っ
た
。
明
和
か
ら
安
永
年
間
に
お
い
て
尾
州
・
三
州
木
綿
の
仕
入
額
が
増
加
す
る

時
期
は
あ
る
も
の
の
、
勢
州
木
綿
は
仕
入
額
が
最
も
多
く
、
特
に
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
か
ら
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
か
け
て
突
出

し
て
い
る
。
こ
の
仕
入
額
増
大
は
安
永
八
年
に
突
如
と
し
て
起
こ
り
、
仕
入
額
の
減
少
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
発
生
し
、
寛
政
八

年
頃
に
激
減
し
て
い
る
（
２
）。
そ
の
後
、
仕
入
額
は
増
加
す
る
も
の
の
、
安
永
か
ら
寛
政
頃
ま
で
ほ
ど
の
銀
額
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
は
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
勢
州
木
綿
は
向
店
の
仕
入
額
面
に
お
い
て
主
力
の
位
置
を
占
め
、
特
に
寛
政
年
間
の
前
半
に
は
他
の
木
綿
を
圧
倒
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
寛
政
年
間
の
江
戸
市
場
に
お
け
る
木
綿
相
場
か
ら
、
勢
州
木
綿
の
位
置
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
第

5表
は
寛
政
三
年
（
一
七

九
一
）
三
月
、
幕
府
に
よ
る
物
価
調
査
の
際
、
弐
拾
番
組
大
伝
馬
町
木
綿
問
屋
の
行
司
四
軒
と
三
拾
六
番
組
木
綿
問
屋
の
行
司
四
軒
が
町
奉

行
所
に
提
出
し
た
江
戸
に
お
け
る
木
綿
売
値
段
で
あ
る
（
価
格
の
な
い
も
の
は
史
料
中
に
「
売
切
申
候
而
所
持
無
御
座
候
」
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
）
。
問
屋
仲
間
は
幕
府
に
対
し
て
売

値
段
を
低
く
記
載
し
て
提
出
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

数
字
そ
の
も
の
の
史
料
批
判
は
必
要
だ
が
、
産
地

別
の
価
格
差
の
参
考
に
は
な
ろ
う
。
勢
州
木
綿
は

一
反
あ
た
り
一
七
匁
余
と
一
三
匁
七
分
余
で
あ
り
、

向
店
で
仕
入
れ
る
尾
州
木
綿
は
六
匁
か
ら
一
二
匁

余
、
三
州
木
綿
も
六
匁
か
ら
八
匁
程
度
で
あ
る
。

そ
の
他
、
大
坂
の
河
内
木
綿
一
二
匁
や
関
東
の
真

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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第5表 江戸市場の木綿売値段
（寛政3年8月）

（単位：匁/1反あたり）

品 目 価格

大坂木綿

上 河内白木綿 12.000

中

紀州白木綿 7.140

阿州木綿 �

備前木綿 �

播州木綿 �

下

池田白木綿 3.240

周防白木綿 3.070

淡州白木綿 �

尾州白木綿

上 三番 12.223

中 八番 8.012

下 道詰 6.107

三州白木綿

上 古新 8.050

中 間銘 6.176

下 �

勢州木綿
綿入地嶋木綿 17.500

単物地嶋木綿 13.790

関東木綿

岩附白木綿 9.090

野州真岡木綿 13.640

出所）「木綿直段高直綿相場ニ不釣合ニ付

従御公儀直段御糺一件之控」（三井文

庫所蔵史料 本1174�2）。



岡
木
綿
の
一
三
匁
六
分
余
な
ど
単
価
の
高
い
木
綿
は
あ
る
も
の
の
、
勢
州
木
綿
は
他
所
木
綿
よ
り
さ
ら
に
高
単
価
で
あ
っ
た
。

木
綿
単
価
の
高
さ
は
札
掛
率
（
利
益
率
）
の
低
さ
に
直
結
す
る
。
江
戸
向
店
の
仕
入
品
の
札
掛
率
を
寛
政
期
、
文
政
初
年
、
天
保
末
年
の

三
期
で
比
較
す
る
と
、
関
東
絹
と
越
後
縮
布
の
札
掛
率
が
高
く
、
木
綿
類
は
低
い
こ
と
、
関
東
絹
の
な
か
で
も
品
質
の
劣
る
山
物
類
も
札
掛

率
が
低
い
こ
と
、
天
保
期
に
は
関
東
絹
の
札
掛
率
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
勢
州
木
綿
の
札
掛
率
は
寛

政
期
に
二
・
六
％
、
文
政
期
に
三
・
九
％
、
天
保
期
に
二
・
一
％
で
あ
り
、
大
坂
木
綿
の
四
・
四
％
、
四
・
二
％
、
三
・
五
％
、
尾
三
木
綿

の
三
・
三
％
、
五
・
八
％
、
三
・
〇
％
に
比
べ
て
も
低
い
の
で
あ
る
。

三
井
越
後
屋
京
本
店
の
重
役
手
代
も
勢
州
木
綿
の
札
掛
率
の
低
さ
を
重
大
な
経
営
問
題
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
。

［
史

料
一
（
４
）］

（
前
略
）
伊
勢
島
之
方
、
札
掛
ツ
サ

（
四
、
五
）歩
ニ
在
之
、
右
ニ
而
ハ
不
詰
故
大
坂
店
ニ
而
大
和
島
買
セ
仕
下
候
処
、
向
店
札
掛
ヱ
チ

（
七
、
八
）歩
ニ
在
之
、

扨
又
伊
勢
晒
島
俗
（
浴
ヵ
）

衣
地
向
店
札
掛
マ
（
三
）歩
ニ
有
之
、
右
を
岐
阜
織
ニ
而
京
よ
り
仕
下
札
掛
イ
（
一

イ 一
、セ 二
）ニ
在
之
、
然
者
ウ
（
九
）歩
下
直
右
等
之
所
、

全
躰
勢
州
店
仕
入
不
格
合
ニ
在
之
候
、
往
古
綿
店
建
ニ
候
ハ
ヽ
何
れ
之
方
ニ
而
茂
下
直
之
方
買
方
可
有
之
、
是
等
之
処
当
時
相
緩
ミ
在

之
様
相
見
え
候
、
（
後
略
）

［
史
料
一
］
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
作
成
さ
れ
た
京
本
店
の
重
役
手
代
・
向
崎
吉
郎
兵
衛
の
記
録
で
あ
り
、
木
綿
の
取
扱
い
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
の
一
部
で
あ
る
。
吉
郎
兵
衛
は
、
他
所
木
綿
に
対
す
る
勢
州
木
綿
の
札
掛
（
利
益
率
）
の
低
さ
を
問
題
に
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
伊
勢
島
木
綿
の
札
掛
は
四
か
ら
五
％
（
ツ
サ
歩
）
で
あ
る
。
よ
ろ
し
く
な
い
（「
不
詰
故
」）
の
で
大
坂
本
店
で
大
和
島
木
綿
を

仕
入
さ
せ
て
江
戸
に
下
し
た
と
こ
ろ
、
向
店
の
札
掛
は
七
％
か
ら
八
％
（
ヱ
チ
歩
）
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
晒
島
浴
衣
地
の
札
掛
は
三
％
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（
サ
歩
）
で
あ
る
。
京
本
店
か
ら
下
す
岐
阜
織
に
切
替
え
た
ら
札
掛
は
一
一
％
か
ら
一
二
％
（
イ
イ
セ
）
と
な
っ
た
。
伊
勢
晒
島
浴
衣
地
の

利
益
率
は
岐
阜
織
に
対
し
て
九
％
（
ウ
歩
）
低
く
、
松
坂
店
で
仕
入
れ
る
に
は
適
切
な
商
品
で
は
な
い
（「
不
恰
好
」）、
と
い
う
の
で
あ
る
。

吉
郎
兵
衛
の
あ
げ
た
数
字
は
先
述
の
札
掛
率
と
比
べ
て
や
や
高
い
よ
う
で
あ
る
が
、
京
本
店
の
重
役
手
代
の
目
か
ら
見
て
も
、
江
戸
向
店
の

勢
州
木
綿
仕
入
は
高
値
で
あ
り
、
同
じ
品
質
の
製
品
を
同
じ
価
格
で
売
る
場
合
、
勢
州
木
綿
は
他
の
商
品
よ
り
も
利
益
部
分
を
小
さ
く
設
定

す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
郎
兵
衛
は
以
上
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
江
戸
向
店
が
元
々
綿
店
だ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
そ

の
才
覚
を
活
か
し
て
い
ず
れ
の
仕
入
地
で
も
安
値
の
も
の
を
仕
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
安
値
の
仕
入
へ
の
こ
だ
わ
り
は
現
在
緩
ん
で
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
向
店
に
対
し
て
経
営
改
善
を
提
言
し
て
い
る
。

折
し
も
、
寛
政
年
間
の
三
井
越
後
屋
は
大
丸
の
現
銀
売
が
繁
昌
し
て
い
る
状
況
を
脅
威
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
大
丸
を
相
手
と
し
た
販
売

競
争
（
安
売
り
）
が
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た
（
５
）。
値
引
き
し
て
も
な
お
利
益
の
出
る
低
廉
な
商
品
を
仕
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

木
綿
は
大
衆
衣
料
で
あ
り
、
庶
民
を
相
手
と
し
た
店
前
売
に
よ
る
薄
利
多
売
の
現
銀
収
入
を
見
込
め
る
商
品
で
あ
り
、
三
井
越
後
屋
で
は
寛

政
年
間
の
こ
の
時
期
、
木
綿
商
品
の
販
売
を
手
厚
く
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
当
該
期
の
江
戸
向

店
は
勢
州
木
綿
か
ら
よ
り
廉
価
な
木
綿
仕
入
を
模
索
す
る
段
階
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

2

伯
州

木
綿

・
関

東
木

綿
へ

の
転

換

京
本
店
と
江
戸
の
各
営
業
店
は
勢
州
木
綿
か
ら
廉
価
商
品
へ
の
一
部
切
替
を
模
索
し
、
代
替
と
し
て
伯
州
木
綿
と
関
東
木
綿
を
想
定
し
て

い
た
。

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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［
史

料
二
（
６
）］

其
御
地

（
京
本
店
）よ
り
も
勢
州
へ
御
報
被
仰
遣
候
通
、
近
年
伯
州
木
綿
相
調
候
丈
ケ
伊
勢
木
綿
相
減
し
、
其
外
江
戸
近
在
よ
り
織
出
し
候
嶋
木
綿

風
合
宜
、
直
段
之
処
松
坂
よ
り
余
程
下
直
ニ
相
当
り
候
ニ
付
、
右
之
品
手
前

（
江
戸
向
店
）

ニ
而
随
分
出
情
相
調
、
是
迚
も
夫
丈
ケ
注
文
高
相
減
申
候

［
史
料
二
］
は
寛
政
四
年
の
史
料
で
、
京
本
店
か
ら
江
戸
の
店
舗
に
対
し
て
出
さ
れ
た
経
営
改
革
案
に
対
す
る
江
戸
三
店
の
回
答
の
一
部

で
あ
る
。
作
成
者
は
松
島
林
右
衛
門
（
江
戸
向
店
・
大
元
締
、
江
戸
本
店
兼
勤
）
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
『
三
井
事
業
史
』
な
ど
で
も
取
上

げ
ら
れ
、
勢
州
木
綿
か
ら
伯
州
木
綿
・
関
東
木
綿
へ
の
切
替
の
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
も
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
冒
頭
部
分
か
ら
、
京
本
店
が
松
坂
店
に
対
し
て
通
達
し
た
事
項
を
江
戸
向
店
で
も
追
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
京
本
店

か
ら
提
示
さ
れ
た
プ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
通
達
内
容
は
、
近
年
伯
州
木
綿
の
仕
入
を
増
や
し
た
分
伊
勢
木
綿
の
仕
入
を
減
ら

す
、
さ
ら
に
江
戸
周
辺
で
生
産
す
る
嶋
木
綿
（
関
東
木
綿
）
も
品
質
（「
風
合
」）
が
良
く
、
値
段
も
松
坂
よ
り
安
価
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
も

江
戸
向
店
で
仕
入
れ
た
分
だ
け
伊
勢
木
綿
の
仕
入
を
減
ら
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
認
で
き
る
限
り
、
江
戸
向
店
が
京
本
店
の

指
針
に
同
調
し
、
勢
州
木
綿
か
ら
伯
州
木
綿
・
関
東
木
綿
へ
の
一
部
転
換
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
記
事
で
あ
る
。
寛
政
四
年
段

階
で
実
際
に
伯
州
木
綿
と
関
東
木
綿
へ
の
切
替
が
な
さ
れ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
、
京
本
店
と
江
戸
向
店
で
は
、
江
戸
向

店
の
木
綿
仕
入
を
、
勢
州
木
綿
か
ら
品
質
も
価
格
も
手
ご
ろ
な
伯
州
木
綿
・
関
東
木
綿
に
比
重
を
移
す
方
針
を
決
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

特
に
こ
の
方
針
確
定
に
は
京
本
店
の
意
向
を
強
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
ま
で
の
向
店
の
必
要
木
綿
数
（
前
掲
第

4表
Ｃ
列
）
は
、
前
述
の
通
り
、
江
戸

向
店
分
と
し
て
寛
政
八
年
段
階
で
三
万
九
五
〇
反
を
必
要
と
し
、
以
降
若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
漸
増
傾
向
に
あ
り
、
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
五
万
九
六
八
〇
反
に
な
っ
て
い
る
。
一
二
年
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
二
万
反
の
増
加
で
あ
る
。
下
し
不
足
な
ど
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の
仕
入
不
足
を
想
定
し
て
必
要
以
上
に
計
上
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
京
本
店
に
対
し
て
大
量
の
伯
州
木
綿
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

（

1）
こ
の
段
落
の
勢
州
木
綿
の
説
明
は
『
三
井
事
業
史
』（
本

�第
一
巻
、
四
一
一
～
四
一
八
頁
）
に
基
づ
く
。

（

2）
こ
の
極
端
な
増
加
要
因
は
勢
州
木
綿
そ
の
も
の
や
市
場
動
向
に
起
因
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
三
井
家
の
内
部
的
要
因
の
可
能
性
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
三
井
家
は
こ
れ
ま
で
家
訓
で
あ
る
「
宗
竺
遺
書
」
の
、
身
上
一
致
の
原
則
に
則
っ
て
経
営
を
行
っ
て
き
た
が
、
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）、
経
営
不
振
の
な
か
で
本
店
と
両
替
店
の
経
営
状
況
の
違
い
や
、
同
苗
間
の
確
執
が
重
な
り
、
本
店
・
両
替
店
・
松
坂
店
の
三
グ

ル
ー
プ
に
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
三
井
十
一
家
で
分
割
す
る
事
態
に
陥
っ
た
（
安
永
持
分
け
）
。
持
分
け
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
惣
同

苗
の
再
結
集
、
各
店
の
統
合
（
寛
政
一
致
）
ま
で
続
い
た
（『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
一
巻
、
三
二
八
頁
、
同
資
料

�第
一
巻
、
一
九
七
三
年
、

八
〇
五
～
八
一
〇
頁
）
。
持
分
け
の
時
期
は
、
江
戸
向
店
の
勢
州
木
綿
仕
入
額
増
加
時
期
と
合
致
し
て
お
り
、
勢
州
木
綿
を
扱
う
松
坂
店
に
対

し
て
、
元
々
綿
店
で
あ
っ
た
向
店
が
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
現
時
点
で
判
断
材
料
が
無
い
た
め
、

こ
の
問
題
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（

3）
賀
川
隆
行
「
近
世
後
期
の
越
後
屋
の
経
営
」（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
九
、
一
九
七
五
年
、
四
三
～
四
六
頁
、
の
ち
前
掲
賀
川
著
書
、
二
九
五
～

二
九
六
頁
）。

（

4）
「
向
崎
玄
甫
商
盛
衰
旧
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

追
一
五
九
三
）
。
寛
政
十
年
作
成
。
手
代
と
し
て
の
心
得
や
商
売
に
関
す
る
戒
め
な
ど

を
記
載
し
た
記
録
で
あ
る
。

（

5）
江
戸
で
の
販
売
競
争
や
、
江
戸
で
の
現
銀
売
励
行
に
つ
い
て
は
『
三
井
事
業
史
』
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
（『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、

三
五
六
～
三
六
〇
頁
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

（

6）
「
松
島
氏
示
合
書
夫
々
熟
談
之
上
返
答
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
六
四
六

�四
九
）
。

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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三
大
坂
本
店
と
伯
州
木
綿

1

大
坂

本
店

と
河

内
木

綿

一
方
、
寛
政
年
間
の
三
井
越
後
屋
大
坂
本
店
で
は
、
木
綿
仕
入
に
お
い
て
、
江
戸
向
店
と
は
異
な
る
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
大
坂
本
店
は

京
本
店
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
商
品
を
販
売
す
る
一
方
で
、
西
国
木
綿
の
仕
入
・
販
売
を
行
う
営
業
店
で
あ
っ
た
。
大
坂
本
店
は
大
坂
木
綿
問

屋
東
堀
組
に
属
し
、
大
坂
木
綿
問
屋
と
し
て
木
綿
を
仕
入
れ
、
一
部
を
江
戸
向
店
に
送
り
、
大
半
を
大
坂
で
販
売
し
て
い
た
。
大
坂
本
店
で

扱
う
仕
入
高
の
三
分
の
二
が
太
物
類
（
木
綿
類
）
で
あ
っ
た
。
大
坂
本
店
で
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
を
は
じ
め
と
し
て
、
播
磨
・
備
前
・
讚

岐
・
伊
予
・
阿
波
・
伯
耆
の
西
国
木
綿
を
扱
っ
て
い
た
と
い
う
（
１
）（
河
内
・
播
磨
・
備
前
・
阿
波
・
伯
耆
の
木
綿
直
仕
入
に
つ
い
て
は
本
稿
で

述
べ
る
）。

こ
の
時
期
の
大
坂
本
店
で
は
、
京
本
店
や
江
戸
向
店
に
お
け
る
木
綿
現
銀
売
の
積
極
的
展
開
に
呼
応
し
て
木
綿
方
の
仕
法
改
革
を
行
う
な

ど
、
木
綿
の
仕
入
・
販
売
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
（
２
）。
そ
の
中
で
、
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を
め
ぐ
っ
て
、
他

の
木
綿
問
屋
に
対
し
て
劣
勢
に
立
っ
て
い
る
状
況
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

河
内
木
綿
は
元
来
糸
太
地
厚
の
白
木
綿
が
主
製
品
で
、
暖

�や
浴
衣
地
等
と
し
て
優
れ
た
木
綿
で
あ
り
、
近
世
中
後
期
に
生
産
量
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
天
保
年
間
に
は
一
〇
〇
万
反
を
生
産
し
て
い
た
（
３
）。
向
崎
吉
郎
兵
衛
は
「
河
内
白
嶋
木
綿
者
大
坂
土
地
第
一
之
評
判
売
代
物
故
、

是
者
何
分
直
買
所
相
立
申
度
旨
先
達
而
よ
り
申
談
と
雖
、
今
ニ
其
趣
意
相
立
不
申
、
是
者
立
度
物
ニ
候
（
４
）」
と
記
し
て
お
り
、
河
内
で
生
産
す

る
白
木
綿
・
嶋
木
綿
は
大
坂
第
一
の
産
物
で
あ
る
た
め
、
直
仕
入
所
の
設
置
を
提
唱
し
続
け
て
い
る
が
未
だ
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問

題
と
し
、
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を
展
開
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
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前
掲
第

5表
に
お
い
て
も
大
坂
木
綿
の
中
で
河
内
白
木
綿
は
「
上
」
で
あ
り
、
紀
州
・
阿
州
・
備
前
・
播
州
の
「
中
」
、
池
田
・
周
防
の

「
下
」
な
ど
に
対
し
て
、
江
戸
市
場
に
お
い
て
も
評
価
が
高
か
っ
た
。
当
然
、
三
井
越
後
屋
だ
け
で
な
く
他
の
都
市
問
屋
も
、
人
気
産
物
河

内
木
綿
に
目
を
付
け
て
い
た
。
三
井
越
後
屋
で
は
他
店
の
河
内
木
綿
仕
入
体
制
を
次
の
よ
う
に
み
て
い
た
。

［
史

料
三
（
５
）］

村
印
店

（
大
丸
）

方
ハ
河
内
ニ
直
買
所
相
立
在
之
、
扨
又
夷
屋
店
方
ハ
大
坂
堺
筋
ニ
木
面
類
一
巻
買
方
・
仕
入
方
店
在
之
、
是
ハ
袴
屋
仁
右
衛
門
（
６
）

同
事
之
様
子
ニ
相
見
え
候

［
史
料
三
］
も
向
崎
吉
郎
兵
衛
の
記
録
で
あ
る
。
大
坂
本
店
が
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を
検
討
し
て
い
る
間
に
も
、
大
丸
は
生
産
地
に
木
綿

直
仕
入
所
を
設
け
、
恵
比
須
屋
・
袴
屋
仁
右
衛
門
は
堺
に
木
綿
類
全
般
を
扱
う
仕
入
店
を
設
け
、
積
極
的
な
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を
展
開
し

て
い
た
。
大
坂
に
お
け
る
都
市
問
屋
資
本
の
河
内
木
綿
仕
入
の
一
潮
流
と
し
て
、
大
坂
周
辺
地
域
に
仕
入
拠
点
を
設
け
て
直
仕
入
を
行
う
動

き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
郎
兵
衛
は
、
三
井
越
後
屋
大
坂
本
店
は
本
来
呉
服
屋
で
あ
り
、
木
綿
類
の
営
業
努
力
が
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
い

る
（
「
往
根
呉
服
店
之
事
故
、
木
綿
類
気
之
入
、
〆
方
薄
ク
成
行
所
在
之
（
７
）」）
と
評
価
し
て
い
る
。
大
坂
本
店
は
同
地
に
お
い
て
西
国
木
綿
の

仕
入
を
行
っ
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
、
特
に
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を
め
ぐ
っ
て
、
競
合
店
で
あ
る
大
丸
や
恵
比
須
屋
に
対
し
て
大
き
く

お
く
れ
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
京
本
店
の
手
代
が
度
々
業
務
支
援
の
た
め
に
下
坂
し
て
い
る
（
８
）。
伯
州
等

で
の
木
綿
直
仕
入
で
蓄
積
し
た
京
本
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
、
大
坂
本
店
の
仕
入
改
革
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

河
内
木
綿
は
、
大
坂
・
在
地
の
木
綿
仲
買
に
よ
る
仕
入
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
（
９
）。
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［
史

料
四
（

�）］

一
河
内
直
買
之
儀
者
、
大
坂
中
買
日
々
在
々
江
入
込
坪
方
相
廻
り
、
木
綿
出
来
無
之
内
、
敷
銀
等
い
た
し
相
調
候
、
然
ニ
手
前
折
々
買

方
ニ
罷
越
候
共
、
中
々
大
数
恰
好
克
者
手
ニ
入
か
た
く
趣
ニ
候
へ
者
、
先
直
買
者
相
止
メ
、
只
々
買
元
備
相
建
、
本
形
を
以
相
場
高

下
相
糺
買
入
候
義
肝
要
之
事

一
河
内
白
嶋
共
、
先
頃
よ
り
在
々
罷
越
、
買
寄
せ
手
広
ク
被
致
候
方
及
見
聞
候
処
、
左
之
通

久
宝
寺
表
町

河
内
屋
小
兵
衛

八
尾
と
ふ
ご

（
東
郷
ヵ
）地
蔵
前

瓦
屋
幸
介

夜
着

（
八
尾
木
ヵ
）

村又
左
衛
門

三
宅
村久
右
衛
門

同
村
利
左
衛
門

右
五
軒
共
手
広
被
致
取
引
候
様
子
ニ
相
聞
へ
候
へ
ハ
、
買
旬
相
考
折
々
罷
越
、
相
調
可
申
積
り
ニ
御
座
候
、
其
余
迚
も
追
々
見
聞
候

得
者
罷
越
、
何
れ
成
共
本
形
持
参
致
相
調
可
申
候

［
史
料
四
］
は
大
坂
本
店
の
木
綿
方
（
木
綿
仕
入
部
門
）
の
仕
法
改
革
の
一
部
で
あ
り
、
河
内
木
綿
の
直
仕
入
の
可
否
を
検
討
し
た
結
果

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
坂
本
店
で
は
、
河
内
木
綿
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
み
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
大
坂
中
買
」
が
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河
内
の
在
々
へ
入
り
込
ん
で
「
坪
方
」
（
生
産
地
・
生
産
者
）
を
回
り
、
木
綿
を
織
る
前
に
敷
銀
を
渡
し
、
木
綿
を
織
ら
せ
た
う
え
で
仕
入

れ
る
前
貸
し
形
態
で
織
元
を
掌
握
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
三
井
越
後
屋
の
奉
公
人
が
仕
入
に
訪
れ
て
も
、
品
質
・
価
格
面
と

も
に
手
ご
ろ
な
（「
恰
好
克
」）
木
綿
を
大
量
に
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
。
三
井
越
後
屋
が
河
内
木
綿
仕
入
に
参
入
す
る
な

ら
、
直
仕
入
で
は
な
く
潤
沢
な
「
買
元
備
」
（
仕
入
準
備
金
）
を
用
意
し
て
三
井
越
後
屋
が
必
要
と
す
る
価
格
見
本
（
「
本
形
」
）
を
も
と
に

価
格
を
見
極
め
、
仲
買
ら
か
ら
仕
入
れ
る
の
が
最
善
の
方
策
で
あ
る
。
大
坂
の
河
内
木
綿
の
仲
買
ら
は
織
元
に
対
す
る
資
金
前
貸
に
よ
り
木

綿
仕
入
を
行
っ
て
お
り
、
三
井
越
後
屋
が
仲
買
ら
の
商
圏
に
食
い
込
ん
で
直
仕
入
を
行
う
の
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
坂
本
店
は
右
の
よ
う
な
大
坂
の
仲
買
で
は
な
く
、
在
地
の
仲
買
に
着
目
し
た
。
［
史
料
四
］
で
は
大
坂
本
店
の
手
代
が
現
地

へ
赴
い
て
見
聞
し
た
結
果
、
木
綿
仕
入
を
手
広
く
行
っ
て
い
る
仲
買
と
し
て
、
久
宝
寺
表
町
の
河
内
屋
小
兵
衛
、
八
尾
と
ふ
ご
（
東
郷
ヵ
）

村
の
瓦
屋
幸
介
、
夜
着
（
八
尾
木

よ
お

ぎ

ヵ
）
村
の
又
左
衛
門
、
三
宅
村
の
久
右
衛
門
と
利
左
衛
門
の
五
軒
に
注
目
し
て
い
る
。
久
宝
寺
村
・
東
郷

村
・
八
尾
木
村
は
い
ず
れ
も
八
尾
近
傍
の
村
々
で
あ
り
、
こ
の
地
域
は
河
内
木
綿
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
特
に
、
八
尾
・
久
宝
寺
に
は

八
尾
組
、
久
宝
寺
組
と
い
う
木
綿
仲
買
仲
間
が
あ
り
、
大
坂
で
河
内
木
綿
仕
入
を
仕
入
れ
る
上
町
組
（
上
町
毛
綿
仲
買
組
仲
間
）
と
対
等
な

存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
（

�）。
ま
た
、
三
宅
村
は
右
の
村
々
と
大
和
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
三
宅
木
綿
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ

木
綿
生
産
地
で
、
幕
末
に
は
三
宅
組
と
い
う
仲
買
仲
間
も
存
在
し
た
（

�）。

［
史
料
四
］
で
は
大
坂
本
店
で
は
、
仕
入
時
期
を
見
計
ら
っ
て
手
代
を
こ
の
五
軒
に
派
遣
し
て
木
綿
を
仕
入
れ
た
い
こ
と
、
こ
の
五
軒
以

外
も
見
聞
の
上
で
仕
入
に
適
し
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば
新
た
に
仕
入
先
を
増
や
す
こ
と
を
提
案
し
、
現
地
に
価
格
見
本
（
本
形
）
を
持
参
し

て
仕
入
を
行
う
よ
う
に
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
大
坂
本
店
で
は
、
現
地
で
手
広
く
商
売
を
し
て
い
る
仲
買
を
選
び
、
潤
沢
な
資
金
力
を
背

景
に
規
格
・
価
格
面
で
主
導
権
を
確
保
し
な
が
ら
、
河
内
木
綿
の
相
場
を
見
極
め
た
上
で
、
買
い
付
け
る
方
針
を
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
寛
政
年
間
の
三
井
越
後
屋
大
坂
本
店
は
、
河
内
木
綿
の
直
仕
入
に
お
い
て
、
他
の
大
店
同
様
の
直
仕
入
所
の
設
置
に
出
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遅
れ
た
。
大
坂
本
店
で
は
河
内
木
綿
の
仕
入
・
販
売
で
他
店
と
対
抗
し
て
直
仕
入
体
制
を
構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
価
格
面
に
お
い
て
競
合

他
店
に
対
抗
し
う
る
廉
価
木
綿
の
直
仕
入
体
制
の
構
築
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

2

大
坂

本
店

の
伯

州
木

綿
の

直
仕

入
模

索

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
、
大
坂
本
店
は
木
綿
方
の
仕
法
改
正
を
行
い
、
他
店
に
対
抗
し
て
独
自
の
木
綿
直
仕
入
の
準
備
を
開
始
し
た
。

前
掲
［
史
料
四
］
も
こ
の
中
で
練
ら
れ
た
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。

大
坂
本
店
が
ま
ず
注
目
し
た
の
は
伯
州
木
綿
で
あ
っ
た
。
大
坂
本
店
は
寛
政
七
・
八
年
の
二
度
、
伯
州
木
綿
直
仕
入
の
た
め
に
京
本
店
の

買
方
役
に
同
道
す
る
形
で
手
代
一
名
を
派
遣
し
た
。
こ
の
派
遣
で
大
坂
本
店
か
ら
の
買
方
役
は
木
綿
九
九
〇
〇
反
余
を
仕
入
れ
て
い
る
（

�）。
し

か
し
、
確
認
で
き
る
限
り
、
京
本
店
と
共
に
買
方
役
を
送
っ
た
の
は
二
回
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
大
坂
本
店
は
買
方
役
の
派
遣
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
第

1表
に
見
る
よ
う
に
伯
州
木
綿
の
う
ち
、
両
面
染
・
更
紗
地
な
ど
の
品
目
に
つ
い
て
は
京
本
店
へ
の
注
文
に
よ
っ
て
仕
入
れ
て

い
た
。
買
方
役
を
二
年
間
だ
け
派
遣
し
、
そ
の
後
派
遣
し
な
か
っ
た
の
は
、
大
坂
本
店
が
京
都
本
店
買
方
役
に
同
行
す
る
か
た
ち
で
買
方
役

を
二
年
間
派
遣
し
て
仕
入
の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
伯
州
木
綿
の
品
質
や
西
紙
屋
に
よ
る
仕
入
の
実
態
に
つ
い
て
直
接
把
握
さ
せ
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
こ
の
実
態
把
握
と
京
本
店
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
店
は
伯
州
木
綿
の
う
ち
高
級
品
に
つ
い
て
は
京
本
店
に
注
文
し
、
以

下
に
述
べ
る
生
下
し
地
・
晒
地
な
ど
廉
価
品
に
つ
い
て
は
直
接
西
紙
屋
に
注
文
す
る
態
勢
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲
第

1表
で
、
芝
口
店
と
向
店
が
寛
政
九
年
・
十
年
に
注
文
し
た
木
綿
は
生
下
シ
地
・
晒
地
で
あ
る
が
、
大
坂
本
店
は
全
く
注
文
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
同
店
が
生
下
し
地
・
晒
地
を
仕
入
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
西
紙
屋
に
対
し
て
直
接
注
文
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

第

6表
は
大
坂
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
注
文
数
で
あ
り
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
九
九
）
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
の
五
ヶ
年
分
残
っ
て
い
る
。
寛
政
九
年
を
み
て
み
る
と
、
生
木
綿
六
五
〇
〇
反
（
こ
こ
で
の
生
木
綿
は
第

1表
・
第

2表
の
生
下
シ
地
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に
相
当
）
、
晒
地
木
綿
一
五
〇
〇
反
、
紅
地
木
綿
二
〇
〇
〇
反
の
、
合
計
一
万
反
の
注
文
を
行
っ
て
い
る
。
廉
価
で
大
量
仕
入
で
き
る
生
木

綿
や
晒
地
木
綿
に
つ
い
て
は
大
坂
本
店
独
自
の
仕
入
を
行
い
、
高
価
で
少
量
仕
入
に
留
ま
る
更
紗
地
・
両
面
染
な
ど
に
つ
い
て
は
京
本
店
に

依
頼
し
て
一
括
発
注
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
京
本
店
も
大
坂
本
店
の
直
接
注
文
を
問
題
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
京
本
店
の
容
認
す
る
行

動
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

寛
政
年
間
の
大
坂
本
店
は
伯
州
木
綿
の
直
仕
入
体
制
を
採
用
し
た
。
こ
の
時
期
、
伯
州
木
綿
だ
け
で
な
く
、
阿
州
木
綿
や
備
前
木
綿
な
ど
、

西
国
木
綿
の
直
仕
入
体
制
も
同
時
並
行
的
に
構
築
し
て
い
っ
た
（
阿
州
木
綿
・
備
前
木
綿
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
述
べ
る
）
。
ま
た
、
開
始

時
期
は
不
明
だ
が
、
大
坂
本
店
で
は
播
州
長
束
木
綿
の
直
仕
入
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
姫
路
市
史
』
所
収
の
長
束
木
綿
関
係
史
料

に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

［
史

料
五
（

�）］

一
大
坂
三
ツ
井
店
袴
屋
善
兵
衛
抔
之
類
店
方
仕
入
屋
八
九
軒
余
も
長
束
木
綿
直
キ
買
注
文
御

座
候
、
是
ハ
往
古
よ
り
長
束
問
屋
之
内
ニ
家
々
之
得
意
と
し
て
銘
々
注
文
を
受
、
毛
綿
上

中
下
其
外
口
々
印
名
を
付
直
段
相
定
積
為
登
申
候
代
銀
ハ
早
速
皆
銀
差
下
呉
申
候

こ
れ
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
記
事
だ
が
、
大
坂
問
屋
が
長
束
木
綿
を
注
文
す
る
様
相
が

わ
か
っ
て
興
味
深
い
。
大
坂
三
井
本
店
や
袴
屋
善
兵
衛
な
ど
の
店
と
契
約
関
係
に
あ
る
「
仕
入
屋
」

が
八
、
九
軒
あ
り
、
大
坂
問
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
「
仕
入
屋
」
に
直
仕
入
注
文
を
し
て
い
た
。

こ
れ
は
往
古
か
ら
長
束
木
綿
問
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
先
の
大
坂
問
屋
か
ら
注
文
を
受
け
て
き
た
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第6表 大坂本店から西紙屋への木綿注

文数

生木綿 晒地木綿 紅地木綿 合計

寛政8年辰 5,000 1,300 1,500 7,800

寛政9年巳 6,500 1,500 2,000 10,000

寛政10年午 3,000 1,000 1,000 5,000

寛政11年未 2,000 1,000 �

寛政12年申 � � �

享和元年酉 � � �

享和2年戌 3,000 1,500 1,500 6,000

出所）「京本店木綿御注文帳」（鳥取県立博物館所蔵史料 西

紙屋資料35）。



も
の
で
、
毛
綿
の
等
級
設
定
（「
上
中
下
」）
ほ
か
、
種
類
ご
と
に
符
号
（「
印
名
」）
を
設
定
し
、
仕
入
価
格
を
決
め
て
積
み
登
せ
て
い
た
。

代
銀
は
速
や
か
に
全
て
銀
に
し
て
差
下
し
て
い
る
（

�）。
大
坂
本
店
で
は
長
束
木
綿
も
現
地
問
屋
に
注
文
を
送
っ
て
必
要
な
木
綿
を
直
仕
入
を
し

て
い
た
の
で
あ
る
（

�）。

大
坂
本
店
は
寛
政
年
間
以
降
、
伯
州
を
は
じ
め
、
阿
波
・
播
磨
・
備
前
な
ど
西
日
本
の
木
綿
生
産
地
帯
か
ら
の
木
綿
仕
入
体
制
を
整
備
し

て
い
っ
た
。
阿
州
木
綿
・
備
前
木
綿
、
そ
し
て
播
州
木
綿
は
、
い
ず
れ
も
前
掲
第

5表
に
お
い
て
大
坂
木
綿
の
「
中
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
木
綿
で
あ
っ
た
。「
上
」
級
の
河
内
木
綿
の
安
価
入
手
が
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て
、「
中
」
級
の
木
綿
を
確
実
に
掌
握
す
る
よ
う
活
動

し
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
大
丸
な
ど
他
店
の
入
り
込
ん
で
い
な
い
伯
州
は
三
井
越
後
屋
に
と
っ
て

重
要
な
直
仕
入
地
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
こ
の
段
落
の
大
坂
本
店
の
説
明
は
『
三
井
事
業
史
』（
本

�第
一
巻
、
四
二
二
頁
）
に
基
づ
く
。

（

2）
（

8）
前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
（
第
三
章
脚
注
（

5）、
四
六
～
四
七
頁
）。

（

3）
武
部
善
人
「
摂
河
泉
の
綿
業
」（
『
日
本
産
業
史
大
系

6近
畿
地
方

�』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
）、
同
「
河
内
木
綿
」（『
国
史
大
事

典
』）
。

（

4）
（

5）
（

7）
「
向
崎
玄
甫
商
盛
衰
旧
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
一
五
九
三
）。

（

6）
袴
屋
仁
右
衛
門
は
木
綿
問
屋
。「
浪
速
丸
綱
目
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
Ｃ
二
四
二

�二
四
）
で
は
大
坂
道
修
町
一
丁
目
の
江
戸
積
綿

問
屋
と
さ
れ
て
い
る
。

（

9）
河
内
木
綿
を
め
ぐ
る
在
郷
商
人
の
研
究
は
多
く
、
こ
れ
ま
で
特
に
都
市
特
権
商
人
と
の
関
係
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
古
島
敏
雄
・
永
原

慶
二
『
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
、
前
掲
八
木
著
書
）
。
大
坂
に
お
け
る
河
内
木
綿
の
集
荷
は
上
町
毛
綿

仲
買
組
仲
間
（
都
市
特
権
商
人
）
が
担
っ
て
い
た
が
、
独
占
性
の
希
薄
な
存
在
で
あ
り
、
河
内
木
綿
の
生
産
者
農
民
に
は
村
内
や
近
在
の
在
郷
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商
人
、
在
郷
町
商
人
、
大
坂
か
ら
入
り
込
む
商
人
、
諸
国
か
ら
入
り
込
む
商
人
と
多
様
な
販
売
先
が
あ
っ
た
と
い
う
（
今
井
修
平
「
近
世
後
期

河
内
に
お
け
る
木
綿
流
通
の
展
開
」
脇
田
修
編
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

（

10）
「
江
戸
向
店
会
所
大
坂
店
木
綿
方
規
矩
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
五
）。
こ
れ
は
『
三
井
事
業
史
』（
本

�第
一
巻
、
四
二
二
～
四
二
三
頁
）

で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（

11）
前
掲
今
井
論
文
、
二
六
三
～
二
六
四
頁
、
武
部
善
人
「
在
郷
町
に
お
け
る
河
内
木
綿
の
流
通
過
程
」（『
河
内
木
綿
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
一
年
、
一
〇
八
～
一
一
四
頁
）。

（

12）
前
掲
武
部
論
文
一
九
八
一
年
、
一
一
二
頁
、「
三
宅
村
」（『

日
本
歴
史
地
名
大
系
二
八
大
阪
府
の
地
名
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）。

（

13）
「
伯
州
買
方
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。
こ
の
点
は
拙
稿
二
〇
一
二
年
、
三
七
頁
、
四
六
～
四
七
頁
で
も
指
摘
。

（

14）
「
長
束
木
綿
売
買
仕
来
書
案
」
天
保
七
年
二
月
（
『
姫
路
市
史
』
第
一
〇
巻
、
史
料
編
近
世
一
、
一
九
八
六
年
、
六
四
一
頁
）
。
長
束
木
綿
の

流
通
に
つ
い
て
は
西
向
宏
介
「
長
束
木
綿
と
藩
専
売
制
」（『
加
古
川
市
史
』
第

2巻
本

�Ⅱ
、
第
七
章
第
一
節
、
一
九
九
四
年
、
五
七
四
～
六

二
一
頁
）
に
く
わ
し
い
。

（

15）
こ
の
史
料
の
別
の
廉
書
に
お
い
て
大
坂
播
州
問
屋
へ
の
荷
物
送
り
の
記
事
が
あ
る
。「
荷
物
ニ
送
り
状

�ニ
別
紙
銀
為
替
請
取
手
形
相
添
へ
、

船
頭
へ
相
頼
積
送
申
候
、
則
木
綿
入
津
之
上
千
反
ニ
付
銀
四
貫
五
百
目
、
且
五
貫
目
ニ
而
も
右
手
形
之
通
内
銀
早
速
船
頭
共
へ
差
下
し
呉
申
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
荷
物
の
積
み
登
せ
に
際
し
て
船
頭
に
送
り
状
と
為
替
手
形
を
渡
し
、
木
綿
入
津
の
上
で
、
手
形
の
通
り
に
船
頭
に
銀
を
渡
し

て
下
す
形
式
を
取
っ
て
い
た
。

（

16）
三
井
越
後
屋
の
播
州
木
綿
仕
入
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
詳
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
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四
仕
入
注
文
数
急
増
に
伴
う
問
題

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
の
伯
州
木
綿
必
要
量
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
以
降
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
各

店
舗
の
伯
州
木
綿
需
要
増
大
が
、
実
際
の
伯
州
木
綿
注
文
数
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
京
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
注
文
も
増
大
し
た
。

第

4表
で
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、
京
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
注
文
数
（
Ｆ
列
）
で
目
立
つ
の
は
、
寛
政
七
年
の
注
文
数
七
万
二
〇
〇
〇

反
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
注
文
数
の
一
・
八
倍
に
の
ぼ
る
極
端
な
増
加
で
あ
り
、
ま
た
第

4表
の
期
間
に
お
い
て
最
大
の
注
文
数
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
の
注
文
数
は
四
万
反
か
ら
七
万
反
の
間
で
推
移
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
寛
政
七
年
以
降
、
急
激
に
木
綿
注
文
数
が
増
加
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
、
本
章
で
は
、
京
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
木
綿
注
文
増
加
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
た
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
、
次

章
に
お
い
て
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
。

1

仕
入

不
足

の
発

生

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
政
年
間
の
京
本
店
で
は
、
江
戸
向
店
の
大
量
木
綿
注
文
や
、
大
坂
本
店
の
木
綿
直
仕
入
体
制
の
整
備
に
と
も

な
う
伯
州
木
綿
需
要
の
増
大
に
よ
り
、
現
地
買
宿
西
紙
屋
へ
の
注
文
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
京
本
店
で
は
伯
州
木
綿
仕

入
を
め
ぐ
り
仕
入
不
足
の
問
題
も
発
生
し
て
い
た
。

［
史

料
六
（
１
）］

覚
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一
当
年

（
寛
政
八
年
）

、
伯
州
買
方
七
万
弐
仙
反
之
所
、
四
万
反
位
な
ら
で
者
買
入
出
来
不
申
趣
申
来
候
、
依
而
不
足
相
調
候
所
左
之
通

生
木
綿

三
万
反

右
之
通
ニ
有
之
候
、
然
ニ
阿
州
木
綿
元
来
綿
性
宜
ク
、
故
ニ
哉
染
仕
成
上
々
ニ
而
格
合
宜
ク
相
見
え
候
へ
者
キ
ク

（
規
矩
）

イ
（
一
）サ
カ

（
五
、
六
）

入
（
分
）引
、
佐
（
五
）

�ニ
買
入
出
来
候
ハ
ヽ
、
右
不
足
丈
ケ
相
調
申
度
候
得
共
、
大
数
之
義
ゆ
へ
迚
も
難
調
被
存
候
、
依
而
右
員
数
半
減
通
相
調
申
度
御
相

談
申
上
候
、
以
上

辰
三
月

（
寛
政
八
年
）

［
史
料
六
］
は
京
本
店
木
綿
方
の
記
録
で
、
寛
政
八
年
三
月
段
階
の
伯
州
木
綿
の
仕
入
状
況
と
課
題
を
示
し
、
京
本
店
の
重
役
ら
に
対
応

策
を
相
談
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
政
八
年
の
伯
州
木
綿
仕
入
は
七
万
二
〇
〇
〇
反
だ
が
買
宿
か
ら
は
四
万
反
く
ら
い
で
な

け
れ
ば
仕
入
で
き
な
い
と
伝
え
て
き
た
こ
と
、
不
足
分
は
生
木
綿
全
体
で
三
万
反
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
先
述
の
よ
う
に
第

4表
で
京

本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
寛
政
七
年
発
注
分
も
七
万
二
〇
〇
〇
反
で
あ
り
、
こ
の
記
載
と
合
致
す
る
）
。
そ
し
て
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
木
綿

方
の
担
当
者
は
、
阿
州
木
綿
の
性
質
が
良
い
こ
と
か
ら
、
染
・
仕
上
が
り
（「
仕
成
」
）
の
状
態
と
品
質
（「
恰
好
」）
が
良
く
、
阿
州
木
綿
の

一
反
あ
た
り
の
基
準
値
（「
キ
ク
」）
か
ら
一
反
あ
た
り
一
匁
五
分
か
ら
六
分
引
き
の
五
分
匁
以
下
（
こ
こ
か
ら
、
阿
州
木
綿
は
一
反
あ
た
り

六
匁
五
分
か
ら
六
匁
六
分
程
度
と
考
え
ら
れ
る
）
で
仕
入
れ
で
き
る
な
ら
ば
不
足
分
だ
け
阿
州
木
綿
を
仕
入
れ
た
い
こ
と
、
し
か
し
三
万
反

も
の
阿
州
木
綿
の
調
達
を
い
き
な
り
行
う
の
は
難
し
い
た
め
、
三
万
反
か
ら
半
減
さ
せ
て
一
万
五
〇
〇
〇
反
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
こ

と
を
京
本
店
の
重
役
に
相
談
し
て
い
る
。
伯
州
木
綿
は
概
ね
一
反
あ
た
り
五
匁
前
後
で
あ
り
（
第
六
章
の
雲
州
木
綿
の
と
こ
ろ
で
詳
述
）
、

阿
州
木
綿
の
中
か
ら
比
較
的
安
い
木
綿
を
仕
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
井
越
後
屋
各
営
業
店
か
ら
の
注
文
が
伯
州
木
綿
に
集
中
し
た
結
果
、
買
宿
西
紙
屋
は
自
身
の
集
荷
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
注
文
数
を
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受
け
、
西
紙
屋
の
集
荷
限
界
能
力
が
四
万
反
程
度
と
露
顕
し
、
三
万
反
の
下
し
不
足
が
予
測
さ
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
。
こ
こ
で
の
京
本
店
か

ら
買
宿
へ
の
注
文
は
、
買
宿
の
集
荷
能
力
を
大
き
く
逸
脱
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

2

仕
入

不
足

発
生

の
原

因

仕
入
不
足
発
生
の
原
因
は
仕
入
の
統
轄
を
行
う
京
本
店
に
あ
っ
た
。
寛
政
七
年
九
月
、
京
本
店
木
綿
方
の
土
方
伊
助
（
寛
政
七
年
段
階
で

上
座
役
）
が
金
五
〇
〇
疋
の
褒
賞
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
理
由
が
「
伯
州
木
面
仕
入
方
出
情
相
勤
候
ニ
付
、
江
戸
気
向
入
り
大
数
注
文
申
参

手
柄
（
２
）」
で
あ
っ
た
。
九
月
は
京
本
店
で
注
文
を
作
成
す
る
時
期
に
あ
た
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
京
本
店
の
方
針
は
廉
価
木
綿
へ
の
転
換
、
特

に
伯
州
木
綿
の
重
点
化
で
あ
り
、
土
方
伊
助
は
京
本
店
の
意
向
に
沿
っ
て
江
戸
で
好
ま
れ
て
い
る
（「
気
向
入
り
」）
木
綿
の
大
量
注
文
を
し

た
の
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、
木
綿
注
文
数
確
定
に
あ
た
り
、
各
店
舗
の
必
要
木
綿
量
を
過
去
二
ヶ
年
分
の
注
文
実
績
で
決
定
す
る
と

述
べ
た
が
、
寛
政
七
年
に
あ
っ
て
は
前
年
の
実
績
を
踏
ま
え
ず
、
木
綿
方
の
判
断
で
大
量
注
文
を
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
先
述
の

よ
う
に
、
寛
政
七
年
は
七
万
二
〇
〇
〇
反
を
注
文
し
て
い
る
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
西
紙
屋
は
注
文
増
加
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
木
綿
注
文
数
を
調
整
す
べ
き
木
綿
方
役
人
は
、
現
地
の
仕
入
限
界
量
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
大
量
仕
入
実
施
に
向
け
た
買
宿

と
の
事
前
調
整
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
は
伯
州
へ
の
仕
入
重
点
化
方
針
を
維
持
し
つ
つ
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ま
ず
浮
上
し
た
の
が
、
［
史
料
六
］
で
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
阿
州
木
綿
に
よ
る
不
足
分
の
補

�で
あ
っ
た
。
京
本
店
は
大
坂
本
店
の
木
綿
仕
入
改
革
に
便
乗
す
る
形
で
、
阿
州
木
綿
の

直
仕
入
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
（
阿
州
木
綿
仕
入
は
第
六
章
で
述
べ
る
）。

3

角
屋

直
三

郎
の

買
宿

任
命
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江
戸
向
店
や
大
坂
本
店
で
の
伯
州
木
綿
仕
入
増
強
に
あ
た
り
、
京
本
店
で
も
準
備
を
進
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
量
注
文
を
行
う
寛
政

七
年
、
こ
れ
ま
で
因
州
青
谷
で
西
紙
屋
の
代
買
と
し
て
木
綿
仕
入
を
担
当
し
て
い
た
角
屋
直
三
郎
を
買
宿
に
格
上
げ
し
、
青
谷
木
綿
の
直
仕

入
を
一
手
に
任
せ
る
こ
と
と
し
た
。
青
谷
で
は
高
品
質
・
高
価
格
の
木
綿
を
織
り
出
し
て
い
た
。
京
本
店
は
西
紙
屋
を
介
し
て
青
谷
木
綿
に

て
こ
入
れ
し
て
お
り
、
「
手
前
伏
機
同
前
ニ
而
八
歩
通
は
手
前
へ
買
取
申
候
（
３
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
青
谷
の
生
産
者
に
生
産
設
備
の
供
与
や
技

術
指
導
、
ま
た
前
貸
に
よ
る
繰
綿
提
供
を
行
い
、
青
谷
で
生
産
す
る
木
綿
の
八
割
程
度
を
仕
入
れ
て
い
た
。

［
史

料
七
（
４
）］

一
因
州
青
屋
、

（
青
谷
）

赤
崎
よ
り
者
八
里
半
隔
り
、
角
屋
直
三
郎
と
申
仁
旅
籠
屋
被
致
慥
成
方
ニ
付
、
於
買
宿
被
定
木
綿
相
調
申
、
右
ニ
付
而

者
金
子
も
送
り
候
事
故
、
請
人
相
立
証
文
等
紙
佐
方
へ
取
置
、
此
方
買
方
ニ
参
り
相
調
候
義
ニ
御
座
候
、
然
ニ
右
青
屋
木
綿
追
々
買

方
相
増
、
口
銭
高
も
加
増
甚
悦
被
申
、
尤
至
極
実
躰
成
仁
ニ
有
之
、
此
度
挨
拶

�ニ
京
見
物
旁
登
り
被
申
候
義
ニ
御
座
候

一
右
青
屋
買
方
之
所
、
買
役
之
者
斗
罷
越
荷
造
等

�彼
方
ニ
而
仕
立
差
為
登
之
事
故
、
紙
佐
方
頓
と
手
ヲ
放
、
夫
故
口
銭
之
所
、
右
青

屋
買
丈
ケ
御
除
被
下
候
様
佐
兵
衛
被
申
候
ニ
付
、
卯
秋
よ

（
寛
政
七
年
）り
彼
方
口
銭
相
除
、
角
屋
方
へ
イ
歩

（
一
）

口
銭
勘
定
相
立
遣
し
候
義
ニ
御
座
候

［
史
料
七
］
は
寛
政
八
年
十
月
に
角
屋
が
上
京
し
て
き
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
角
屋
直
三
郎
は
元
来
旅
籠
屋
を
経
営
し
て
い
た
が
、
買
宿

西
紙
屋
の
指
示
を
受
け
て
木
綿
の
仕
入
を
行
っ
て
い
た
。
角
屋
は
仕
入
金
を
西
紙
屋
を
経
由
し
て
受
け
取
り
、
角
屋
は
請
人
を
立
て
て
証
文

を
書
き
、
西
紙
屋
に
提
出
し
て
い
た
。
角
屋
は
も
と
も
と
西
紙
屋
か
ら
の
仕
入
金
を
も
と
に
仕
入
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
時
期
、
青
谷
木
綿
の
仕
入
量
が
増
え
、
角
屋
の
口
銭
収
入
も
増
大
し
て
い
た
。
一
方
、
青
谷
で
の
木
綿
仕
入
は
三
井
越
後
屋
の
手
代

が
現
地
に
赴
き
、
荷
造
り
準
備
を
し
て
大
坂
に
登
せ
て
い
る
た
め
、
西
紙
屋
は
青
谷
木
綿
の
仕
入
に
関
与
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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口
銭
は
一
度
西
紙
屋
が
受
け
取
る
形
態
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
京
本
店
は
寛
政
七
年
以
降
、
青
谷
木
綿
の
仕
入
に
か
か
る
口
銭
収
入
を
西
紙

屋
を
介
さ
ず
、
角
屋
へ
木
綿
仕
入
額
の
一
％
（
一
歩
）
を
直
接
渡
す
よ
う
に
し
た
。
買
宿
任
命
に
よ
り
、
角
屋
は
口
銭
直
接
獲
得
の
特
権
を

得
た
の
で
あ
る
。

逆
に
、
西
紙
屋
は
青
谷
木
綿
以
外
の
木
綿
仕
入
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
伯
州
木
綿
の
注
文
増
加
に
向
け
た

京
本
店
と
し
て
の
事
前
準
備
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
西
紙
屋
は
い
き
な
り
舞
い
込
ん
で
き
た
大

量
注
文
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
「
用
事
留
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
七
七
七
）
。
京
本
店
木
綿
方
の
作
成
し
た
記
録
。
木
綿
類
の
仕
入
・
加
工
、
店
舗
で
扱
う
風
呂
敷
・

手
拭
の
注
文
に
つ
い
て
の
記
載
が
多
い
。

（

2）
「
内
永
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
〇
）。

（

3）
「
尾
印
勤
要
記
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。

（

4）
「
用
事
留
」
寛
政
八
年
十
月
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
七
六
）。

五
仕
入
不
足
解
消
策
の
模
索

1

京
本

店
の

現
状

分
析

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
仕
入
不
足
と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
京
本
店
は
対
応
に
乗
り
出
す
。
寛
政
九
年
、
京
本
店
は
西
紙
屋
に
対
し
、

集
荷
地
域
に
お
け
る
木
綿
生
産
量
と
西
紙
屋
の
仕
入
の
占
め
る
割
合
を
報
告
さ
せ
た
。
こ
れ
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
第

7表
で
あ
る
。
寛
政
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九
年
段
階
に
お
け
る
西
紙
屋
の
集
荷
地
域
内
の
木
綿
織
出
し
数
（
Ａ
）
、
寛
政
九
年
段
階
で
西
紙
屋
が
集
荷
し
て
い
な
い
地
域
の
木
綿
織
出

し
数
（
Ｂ
）
、
Ａ
群
に
お
け
る
西
紙
屋
の
仕
入
割
合
（
Ｃ
）
を
記
載
し
た
。
ま
ず
、
Ｃ
群
か
ら
み
て
み
た
い
。
西
紙
屋
の
集
荷
地
域
で
の
木

綿
生
産
数
は
一
二
万
反
で
あ
る
。
こ
の
内
、
西
紙
屋
は
五
万
反
を
仕
入
れ
、
残
り
七
万
反
の
内
、
倉
吉
商
人
が
大
坂
に
五
万
反
、
京
に
一
万

反
を
積
み
登
せ
て
い
た
。
そ
し
て
残
り
一
万
反
を
在
地
商
人
が
領
内
外
各
地
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
紙
屋
は
集
荷
地
域
で
四

割
近
く
の
シ
ェ
ア
を
一
軒
で
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
倉
吉
商
人
は
同
地
域
で
の
織
出
し
数
の
半
数
を
押
さ
え
て
い
た
。
西
紙

屋
の
集
荷
地
は
倉
吉
周
辺
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
倉
吉
商
人
の
集
荷
地
と
重
複
、
競
合
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
木
綿
方
役
人
は
、
現
状
の
生
産
数
、
西
紙
屋
の
仕
入
数
、
倉
吉
商
人
の
仕
入
数
を
把
握
し
た
上
で
、
仕
入
不
足
へ
の
対
応
を
開
始

し
た
。

［
史

料
八
（
１
）］

扨
又
大
坂
店
例
年
壱
万
反
位
注
文
被
相
立
候
、
左
候
得
者
八
万
反
買
入
出
来
不
申
候
半
而
ハ
工
面
不
宜
候
へ
共
、
大
好
之
儀
ニ
候
へ
者

迚
茂
員
数
買
入
之
程
無
覚
束
奉
存
候
、
成
丈
風
合
宜
品
出
情
相
調
六
万
反
位
者
買
入
出
来
可
申
与
奉
存
候
、
引
残
弐
万
反
不
足
ニ
有
之

御
相
談
申
上
候
、
以
上

［
史
料
八
］
は
寛
政
九
年
九
月
段
階
の
伯
州
木
綿
注
文
に
際
し
て
、
木
綿
方
役
人
が
重
役
手
代
に
向
け
て
つ
け
て
い
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

木
綿
方
役
人
は
、
大
坂
店
の
一
万
反
の
仕
入
を
あ
わ
せ
る
と
合
計
木
綿
注
文
数
は
八
万
反
に
の
ぼ
る
こ
と
、
そ
う
な
れ
ば
伯
州
木
綿
調
達
は

難
し
く
、
注
文
過
多
（「
大
好
」
）
で
あ
る
た
め
員
数
を
確
保
で
き
る
確
証
が
な
い
こ
と
、
を
述
べ
、
京
本
店
重
役
手
代
に
対
し
て
、
品
質
の

良
い
品
（「
風
合
宜
品
」）
の
仕
入
は
六
万
反
程
度
で
あ
り
、
予
測
さ
れ
る
二
万
反
の
不
足
を
補
う
方
法
を
考
え
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
前
掲

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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［
史
料
六
］
の
寛
政
八
年
段
階
に
お
け
る
木
綿

方
役
人
ら
の
意
見
で
は
、
四
万
反
程
度
の
仕
入

が
限
度
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
が
、
第

7

表
に
み
え
る
よ
う
な
再
調
査
の
結
果
、
最
大
六

万
反
は
仕
入
可
能
と
の
見
通
し
を
た
て
た
の
だ

ろ
う
。

翌
月
、
木
綿
方
役
人
は
、
不
足
分
補

�の
対

応
策
を
練
り
だ
し
、
京
本
店
重
役
手
代
に
意
見

を
求
め
て
い
る
。

［
史

料
九
（
２
）］

是

�之
姿
ニ
而
ハ
随
分
出
情
相
調
候
而
、

太
躰
六
万
反
位
な
ら
而
ハ
買
入
出
来
不
申

候
、
然
共
前
書
（
３
）相
認
候
通
、
倉
吉
商
人
よ

り
当
地

（
京
都
）

�ニ
大
坂
問
屋
方
へ
六
万
反
も
登

り
木
面
有
之
候
へ
者
、
右
之
内
風
合
宜
分

�買
ニ
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
弐
万
反
余
も
買

入
出
来
可
申
哉
、
尤
坪
買
と
ハ
弐
三
分
方

32

第7表 因伯の主要木綿生産地と西紙屋の把握する織出数

場所 赤崎から
の距離

西紙屋の
仕入人

キク（規矩）
（1反あたりの
価格の目安）

①木綿織出数
年不明

（単位 反）

②木綿織出数
寛政9年

（単位 反）

Ａ

赤碕地廻り 2～3里圏内 � 3～6匁 15,000 20,000

北条 4里東 買子 5～8匁 15,000 30,000

倉吉 5里東南 代買 4～7匁 20,000 2,000

倉吉地廻り 5～6里東 7～9匁 5,000 30,000

橋津 5里東 � 6～8匁 3,000

�坂辺 2里西 買子 10,000

汗入郡 5里西 買子 3～6匁 20,000 15,000

国信 5～6里西 � 4～6匁 15,000

高ノ庄 5里南 � 3,000

淀江 6里半西 買子 5～7匁 4,000 5,000

小計（イ） 92,000 120,000

Ｂ

米子（ロ） 8里西 28,000 40,000

大篠津（ハ） 13里西 8,000

因州青谷（ニ） 8里半東
①代買

②買宿
7,000 7,000

因州麻野（ホ） 10里半東 4,000

総計（イ＋ロ＋ハ＋ニ＋ホ） 139,000 167,000

Ｃ

（イ）の内、西紙屋の仕入高 � 50,000

同上、倉吉商人より大坂問屋へ登せ高 � 50,000

同上、倉吉商人より京都問屋へ登せ高 � 10,000

同上、国方にて諸方へ販売高 � 10,000

出所） ①は「尾印勤要記」（三井文庫所蔵史料 本1516）、②は「用事留」（三井文庫所蔵史料 本777）。

注） 1 ①部分は拙稿2012の第3表も参考に作成。

2 ①は年不明だが、青谷の仕入を代買が行っているとしているため、寛政7年以前と思われる。

3（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）での西紙屋の買入高は記載されていない。



も
高
直
ニ
可
有
之
候
得
共
、
惣
平
均
ニ
見
候
而
ハ
イ
歩

（
一
）

位
之
事
ニ
有
之
候
、
併
彼
地
へ
罷
下
買
方
致
見
不
申
候
半
而
ハ
与
得
致
候
儀
相

分
り
か
た
く
、
尚
委
細
之
儀
ハ
口
上
を
以
可
申
上
候
、
宜
御
評
定
可
被
下
候
、
以
上

［
史
料
九
］
は
第

7表
の
史
料
へ
の
添
付
記
事
で
、
木
綿
方
役
人
か
ら
京
本
店
重
役
手
代
に
対
す
る
意
見
書
と
思
わ
れ
、
仕
入
不
足
へ
の

対
策
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
［
史
料
八
］
と
重
複
す
る
が
、
ま
ず
従
来
通
り
の
仕
入
方
法
で
は
六
万
反
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
仕

入
で
き
な
い
と
し
、
特
に
倉
吉
商
人
と
競
合
し
な
い
よ
う
に
仕
入
を
行
う
に
は
六
万
反
を
確
保
す
る
の
が
精
一
杯
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
第

7表
で
み
た
よ
う
に
倉
吉
商
人
か
ら
京
・
大
坂
の
問
屋
に
合
計
六
万
反
も
積
み
登
せ
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
倉
吉
商
人
経
由
の
京
・
大

坂
積
み
登
せ
木
綿
の
う
ち
、
風
味
の
良
い
も
の
を
品
質
・
価
格
を
見
極
め
て
京
・
大
坂
問
屋
か
ら
購
入
（「

�買
」）
し
た
ら
、
二
万
反
以
上

の
仕
入
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。
仕
入
不
足
分
の
現
地
直
仕
入
で
は
な
く
、
京
・
大
坂
で
伯
州
木
綿
を
仕
入
れ
る
方
法

に
一
部
転
換
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
京
・
大
坂
で
の
仕
入
で
の
購
入
価
格
上
昇
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
「
坪
買
」
よ
り
も
二
、
三
％

高
値
に
な
る
が
、
全
て
平
均
す
れ
ば
最
終
的
に
一
％
程
度
の
増
加
で
す
む
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
京
・
大
坂
問
屋
の
と
こ

ろ
で
仕
入
を
し
て
み
な
け
れ
ば
状
況
判
断
で
き
な
い
こ
と
、
詳
細
は
口
頭
で
陳
情
す
る
こ
と
と
し
、
京
本
店
重
役
手
代
の
判
断
を
あ
お
い
で

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
本
店
内
部
で
は
、
倉
吉
商
人
と
の
現
地
で
の
直
接
的
な
木
綿
争
奪
戦
を
避
け
、
買
宿
を
通
し
て
行
う
伯
州
木
綿
の
直
仕

入
の
み
な
ら
ず
、
倉
吉
商
人
の
積
み
登
せ
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
京
・
大
坂
に
も
た
ら
さ
れ
た
伯
州
木
綿
の
買
い
取
り
と
い
う
方
法
す
ら
模
策
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
仕
入
不
足
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
京
本
店
は
、
伯
州
で
の
仕
入
限
界
量
（
す
な
わ
ち
西
紙
屋
の
集
荷
能
力
の
限
界
量
）

を
把
握
し
、
現
地
の
状
況
を
考
慮
し
た
現
実
的
な
仕
入
方
法
を
練
る
段
階
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
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2

京
本

店
と

西
紙

屋
の

協
議

そ
の
一
方
で
、
京
本
店
で
は
現
地
で
の
八
万
反
調
達
可
否
も
検
討
し
て
い
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
、
京
本
店
で
は
買
宿
西
紙
屋
と

現
状
認
識
と
対
策
を
協
議
し
た
。

［
史

料
一

〇
（
４
）］

一
木
綿
買
方
注
文
年
増
相
嵩
、
当
年
大
坂

（
寛
政
九
年
ヵ
）共
八
万
反
斗
之
入
用
ニ
相
見
え
候
、
右
ニ
付
買
方
格
別
出
情
不
致
候
而
者
、
地
風
能
物
斗
八

万
反
も
買
方
致
候
義
不
易
候
、
右
ニ
付
存
入
左
之
通

一
地
廻
り
北
条
、
汗
入
、
青
屋
、
此
買
方
是

�之
通
買
人
無
手
抜
指
出
し
候
事

一
米
子
辺
汗
入
郡
よ
り
紙
佐
殿
へ
持
参
り
候
小
商
人
在
方
買
集
木
面
十
人
参
り
候
ハ
ヽ
、
八
人

�ハ
買
は
つ
し
不
申
様
、
少
々
最
初
ハ

直
段
ゆ
る
や
か
ニ
買
取
遣
し
候
へ
ハ
、
右
買
子
之
向
紙
佐
殿
見
当
ニ
持
寄
も
、
十
人
参
り
候
内
弐
三
人
に
し
て
ハ
手
合
難
出
来
候
而

ハ
五
六
里
も
持
参
候
無
甲
斐
、
左
候
へ
ハ
己

（
マ
マ
）と
米
子
商
人
抔
江
持
行
、
紙
左
殿
方
人
寄
無
少
相
成
候
道
利
ニ
候
へ
ハ
、
小
商
人
多
取

合
候
様
工
夫
候
事

一
倉
吉
商
人
北
条
辺
木
面
専
買
取
申
候
、
右
倉
よ
し
商
人
江
八
九
歩
通
り
ハ
国
方
ニ
而
、
此
方
江
売
り
候
へ
ハ
即
銀
ニ
相
成
、
銀
廻
り

宜
敷
故
相
望
候
方
ニ
可
在
之
候
得
共
、
此
方
ひ
ろ
い
買
と
ハ
格
好
仲
買
口
銭
丈
高
直
ニ
相
当
り
候
ゆ
へ
、
此
方
進
ミ
不
申
ニ
付
、
備

前
岡
山
江
為
替
取
荷
物
差
送
り
、
又
ハ
倉
よ
し
よ
り
直
々
大
坂
淀
屋
清
兵
衛
と
申
伯
州
商
へ
送
り
遣
し
候
、
全
倉
吉
大
坂
為
登
相
嵩

候
哉
、
近
来
淀
屋
清
兵
衛
方
手
広
相
見
え
候
、
此
末
倉
吉
商
人
江
月
に
両
三
度
も
参
り
、
見
世
方
木
面
之
内
風
合
宜
敷
物

�買
に
い

た
し
、
是

�大
坂
為
上
譬
ハ
三
万
反
い
た
し
候
所
、
此
方
へ
壱
万
反
も
買
取
候
様
致
度
候
、
勿
論
ひ
ろ
い
買
と
ハ
平
均
三
分
方
も
高

直
ニ
可
在
之
候
へ
と
も
、
惣
買
高
員
数
八
万
反
之
内
へ
三
分
方
高
直
之
品
弐
万
反
交
り
候
而
も
、
惣
平
均
ニ
京
都
ニ
而
直
打
な
ら
し
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候
時
ハ
、
漸
壱
分
方
高
直
ニ
相
当
り
候
と
申
も
の
故
、
外
国
木
面
買
調
候
よ
り
ハ
工
夫
候
所
利
詰
宜
敷
候
ヘ
ハ
、
以
来
倉
吉
商
人
江

買
方
実
ヲ
入
相
調
申
度
候
、
勿
論
為
登
候
節
束
買
ゆ
へ
、
ひ
ろ
い
買
之
分
と
ハ
何
分
と
時
々
通
達
可
致
事

一
米
子
辺

�大
篠
津
、
年
分
三
万
反
位
ハ
出
方
可
在
之
、
尤
米
子
者
北
前
舟
手
へ
商
ひ
致
候
故
、
舟
手
向
宜
敷
候
時
節
ハ
、
赤
碕
辺
之

相
場
は
つ
れ
高
直
ニ
も
在
之
候
事
御
座
候
へ
共
、
又
時
節
ニ
寄
、
入
舟
無
少
舟
手
淋
敷
節
ハ
、
利
口
ニ
買
方
出
来
候
義
も
在
之
候
故
、

是
等
も
時
々
様
子
見
聞
可
致
事

一
大
篠
津
、
此
揚
所
者
冬
中
正
月
一
盃
ハ
木
面
出
方
無
之
候
へ
共
、
二
月
上
旬
よ
り
木
面
織
出
し
、
尤
最
初
程
木
面
宜
敷
、
後
ニ
ハ
出

来
あ
し
く
相
成
候
故
、
二
月
上
旬
よ
り
三
月
節
句
頃

�之
所
ハ
無
油
断
買
取
申
度
候
、
此
場
所
疋
物
多
、
仕
立
上
ケ
立
羽
ニ
而
、
最

初
ハ
向
店
生
下
シ
江
望
候
得
共
、
二
反
ニ
裁
分
ケ
候
而
ハ
不
宜
、
近
来
己

（
マ
マ
）と
買
方
ニ
不
参
様
子
ニ
候
へ
共
、
近
年
ハ
反
切
多
相
成
候

様
子
故
、
是
等
も
明
春
ハ
三
千
反
斗
買
方
致
見
候
事

［
史
料
一
〇
］
は
寛
政
九
年
に
京
本
店
と
西
紙
屋
と
の
面
談
の
記
録
で
あ
り
、
西
紙
屋
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
現
地
で
の
最
大
限
の
仕
入
努

力
を
提
言
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
京
本
店
は
、
仕
入
不
足
の
問
題
化
す
る
中
で
、
八
万
反
に
及
ぶ
仕
入
が
現
地
で
可
能
か
否
か
の
諮
問
を

行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
条
目
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
京
本
店
は
、
品
質
の
良
い
木
綿
を
京
・
大
坂
分
合
計
で
八
万
反
確
保
す
る
の
は

特
に
励
ま
な
け
れ
ば
困
難
と
し
、
京
本
店
の
注
文
数
は
西
紙
屋
に
と
っ
て
仕
入
能
力
を
超
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
上
で
、

京
本
店
は
伯
州
木
綿
の
仕
入
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
八
万
反
調
達
案
と
し
て
、
①
従
来
か
ら
扱
っ
て
い
る
木
綿
の
別
口
仕
入
ル
ー
ト
開
拓

（
周
辺
地
域
で
の
仕
入
体
制
維
持
、
米
子
商
人
・
倉
吉
商
人
か
ら
の
仕
入
方
法
見
直
し
）、

②
新
た
な
木
綿
の
仕
入
ル
ー
ト
開
拓
（
米
子
方
面
・

大
篠
津
方
面
か
ら
の
仕
入
）、
を
提

示
し
、
右
の
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

（
一
）
赤
碕
周
辺
で
の
仕
入

維
持
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京
本
店
は
、
ま
ず
既
存
の
木
綿
仕
入
体
制
の
維
持
を
徹
底
し
て
い
る
（［
史
料
一
〇
］
二
条
目
）
。
西
紙
屋
の
所
在
地
で
あ
る
赤
碕
周
辺

（
地
廻
り
）
と
、
北
条
（
赤
碕
か
ら
東
に
四
里
ほ
ど
の
地
域
）・
汗
入
郡
（
赤
碕
か
ら
西
に
五
里
ほ
ど
の
地
域
、
米
子
と
の
中
間
）
に
は
、
こ

れ
ま
で
西
紙
屋
の
買
子
を
生
産
者
や
仲
買
に
派
遣
し
て
直
接
木
綿
を
仕
入
れ
、
良
質
木
綿
を
織
り
出
す
青
谷
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に

角
屋
直
三
郎
を
代
買
に
任
命
し
て
木
綿
の
重
点
仕
入
を
行
っ
て
い
た
。
前
掲
第

7表
の
Ａ
群
・
Ｂ
群
は
西
紙
屋
の
把
握
す
る
木
綿
生
産
地
で

の
織
出
し
数
で
あ
る
。
①
寛
政
七
年
以
前
の
数
字
と
②
寛
政
九
年
の
数
字
が
あ
り
、
西
紙
屋
の
仕
入
地
域
（
Ａ
群
）
と
そ
れ
以
外
の
木
綿
生

産
重
要
地
域
（
Ｂ
群
）
の
数
値
を
記
載
し
た
。
青
谷
は
、
②
段
階
で
は
角
屋
の
直
仕
入
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
管
轄
外
に
な
っ
て
い
る
が
、

①
段
階
で
は
西
紙
屋
の
集
荷
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
。
第

7表
に
よ
る
と
、
寛
政
九
年
段
階
の
各
地
の
生
産
木
綿
は
北
条
で
三
万
反
、
汗
入

郡
で
一
万
五
〇
〇
〇
反
で
あ
り
、
そ
の
他
、
青
谷
で
は
七
〇
〇
〇
反
の
木
綿
を
織
り
出
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
で
の
仕
入
に
つ
い
て
は
、

従
来
通
り
買
宿
・
代
買
・
買
子
に
よ
る
仕
入
を
手
抜
か
り
無
く
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
既
存
の
重
点
仕
入
地
で
は
仕
入
数
の
増
加
を
は
か

る
の
で
は
な
く
現
状
維
持
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
米
子
小
商
人
か
ら
の
仕
入

次
に
米
子
周
辺
の
小
商
人
（
木
綿
仲
買
）
と
の
取
引
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
米
子
の
木
綿
流
通
は
『
新
修
米
子
市
史
』

で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
文
政
年
間
以
降
の
藩
の
流
通
統
制
の
な
か
で
木
綿
商
人
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
５
）。
た
と
え
ば
、
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
に
は
米
子
商
人
の
遠
藤
吉
太
郎
が
因
伯
両
国
の
木
綿
支
配
を
任
じ
ら
れ
て
木
綿
買
座
を
設
置
し
、
在
地
で
生
産
さ
れ
る
木
綿

全
て
を
統
制
し
よ
う
と
し
（
文
政
五
年
に
中
止
）
、
ま
た
嘉
永
三
年
か
ら
五
年
に
は
米
子
商
人
の
鹿
島
家
二
〇
〇
〇
両
を
供
出
し
て
木
綿
座

（
木
綿
座
は
木
綿
を
持
ち
込
ん
だ
商
人
に
銀
札
を
貸
し
付
け
て
次
の
木
綿
仕
入
資
金
に
あ
て
さ
せ
、
一
方
で
大
坂
に
木
綿
を
積
み
登
さ
せ
て

売
り
さ
ば
い
た
正
金
銀
を
藩
に
返
納
す
る
藩
の
流
通
統
制
機
関
）
を
設
立
し
て
お
り
、
関
与
し
た
米
子
と
そ
の
周
辺
の
木
綿
問
屋
は
元
治
元

年
段
階
で
三
七
人
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
・
一
八
五
四
）
、
米
子
の
木
綿
問
屋
、
澤
屋
佐
吉
・
澤
屋
仁
右
衛
門
・
門
生
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屋
甚
吉
の
三
名
が
大
坂
西
信
町
の
問
屋
、
赤
穂
屋
喜
兵
衛
か
ら
年
賦
銀
滞
納
で
出
訴
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
と
、
天
保
頃
に
澤
屋
・
門
生
屋
は

赤
穂
屋
に
木
綿
積
み
登
せ
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
一
万
両
余
の
取
引
が
あ
っ
た
（
６
）。
こ
の
よ
う
に
米
子
の
木
綿
問
屋
は
周
辺
地
域
の
木
綿
を
集

荷
し
、
米
子
・
境
を
通
じ
た
海
路
で
の
木
綿
移
出
、
岡
山
等
を
経
由
す
る
陸
路
で
の
大
坂
積
み
登
せ
を
展
開
し
て
い
た
。

京
本
店
で
は
米
子
の
小
商
人
の
扱
う
汗
入
郡
の
木
綿
に
注
目
し
て
い
た
（［
史
料
一
〇
］
三
条
目
）。
汗
入
郡
は
西
紙
屋
の
主
力
集
荷
地
で

あ
り
、
米
子
の
小
商
人
の
中
に
は
汗
入
郡
内
で
木
綿
を
集
荷
し
そ
の
ま
ま
赤
碕
の
西
紙
屋
に
持
ち
込
む
者
が
い
た
。
京
本
店
で
は
こ
の
米
子

周
辺
の
小
商
人
の
う
ち
、
十
人
中
八
人
ま
で
は
買
い
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
提
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
は
値
段
付
け
を
緩
く
し
て
買
い

取
れ
ば
、
小
商
人
は
西
紙
屋
を
取
引
相
手
と
し
て
持
参
す
る
よ
う
に
な
る
。
十
人
中
二
、
三
人
し
か
買
い
取
ら
な
い
よ
う
で
は
売
買
契
約
も

で
き
ず
、
小
商
人
側
も
わ
ざ
わ
ざ
五
、
六
里
も
離
れ
た
赤
碕
ま
で
持
参
す
る
甲
斐
も
な
い
。
自
然
と
木
綿
を
扱
う
米
子
商
人
の
方
へ
持
参
し
、

西
紙
屋
に
持
参
す
る
小
商
人
は
少
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
小
商
人
と
多
く
関
わ
り
合
う
（「
取
合
」）
よ
う
工
夫
す
る
。

汗
入
郡
は
西
紙
屋
の
木
綿
直
仕
入
の
重
点
地
で
は
あ
る
が
、
西
紙
屋
の
抱
え
る
買
子
の
仕
入
だ
け
で
は
京
本
店
か
ら
の
注
文
数
に
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
寛
政
年
間
に
お
い
て
、
在
地
の
小
商
人
が
米
子
周
辺
、
汗
入
郡
の
木
綿
を
集
荷
し
、
西
紙
屋
や
米
子
商
人
に
持
ち
込

む
よ
う
な
経
済
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
京
本
店
で
は
、
商
品
を
京
本
店
の
望
む
汗
入
郡
の
木
綿
に
限
定
し
、
現
地
で
形
成
さ
れ

て
い
た
在
地
商
人
の
集
荷
活
動
を
利
用
し
て
積
極
的
に
木
綿
を
買
い
取
る
こ
と
で
仕
入
数
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
倉
吉
商
人
か
ら
の
仕
入

京
本
店
は
倉
吉
商
人
を
対
象
と
し
た
取
引
方
法
も
提
案
し
て
い
る
。
倉
吉
の
木
綿
問
屋
と
木
綿
仲
買
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
倉
吉
市
史
』

で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
米
子
同
様
に
一
九
世
紀
以
降
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
（
７
）。
木
綿
問
屋
に
つ
い
て
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
久
原
・

山
口
番
所
を
通
過
す
る
坂
越
し
荷
物
（
中
国
山
地
を
越
え
て
上
方
・
瀬
戸
内
に
陸
送
す
る
荷
物
）
の
取
扱
い
商
人
と
し
て
倉
吉
木
綿
問
屋
が

一
五
名
い
る
こ
と
、
年
間
一
五
万
反
が
山
口
・
久
原
番
所
を
経
て
領
外
移
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
嘉
永
五
年
の
因
伯
木
綿
商
人
宛
の
大
坂
木
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綿
問
屋
商
人
の
書
状
に
は
倉
吉
商
人
と
し
て
一
三
名
の
名
前
が
み
え
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
木
綿
仲
買
に
つ
い
て
は
、

「
在
方
諸
事
控
（
８
）」
天
保
四
年
六
月
二
十
九
日
条
に
河
村
・
久
米
・
八
橋
三
郡
の
木
綿
繰
綿
仲
買
が
増
加
し
、
倉
吉
商
人
が
難
儀
し
て
い
る
た

め
右
三
郡
の
木
綿
仲
買
に
規
制
を
加
え
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
こ
と
、
同
史
料
天
保
十
一
年
七
月
十
日
条
に
近
年
の
木
綿
仲
買
の
状
況
が
記

さ
れ
て
お
り
、
河
村
郡
の
み
で
木
綿
仲
買
が
二
四
、
五
軒
あ
り
、
集
荷
し
た
木
綿
を
京
・
大
坂
の
木
綿
問
屋
へ
送
る
こ
と
、
そ
の
他
仲
買
の

中
に
は
大
坂
問
屋
と
の
間
で
仕
入
金
の
前
貸
と
口
銭
収
入
に
よ
る
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
者
も
い
る
こ
と
、
三
井
手
代
が
仲
買
を
訪
れ
て
仕

入
れ
て
い
く
場
合
や
倉
吉
商
人
の
店
方
で
売
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
『
新
編
倉
吉
市
史
』
で
は
河
村
郡
の
場
合
、
在
方
仲

買
、
倉
吉
商
人
、
三
井
手
代
、
京
・
大
坂
の
木
綿
問
屋
が
協
力
し
、
あ
る
い
は
争
っ
て
木
綿
を
仕
入
れ
る
た
め
、
販
売
価
格
の
高
騰
と
生
産

農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上
が
み
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

京
本
店
で
は
倉
吉
商
人
の
扱
う
北
条
木
綿
に
注
目
し
て
い
た
（［
史
料
一
〇
］
四
条
目
）。
す
な
わ
ち
、
倉
吉
商
人
は
北
条
周
辺
の
木
綿
を

主
に
仕
入
れ
て
い
る
。
こ
の
倉
吉
商
人
の
八
、
九
％
は
領
内
で
木
綿
を
販
売
し
て
お
り
、
西
紙
屋
へ
持
ち
込
め
ば
即
銀
で
買
い
取
っ
て
く
れ

る
た
め
銀
廻
り
が
良
く
、
西
紙
屋
へ
の
売
込
み
を
望
む
者
も
い
た
。
し
か
し
西
紙
屋
は
生
産
者
か
ら
直
接
集
荷
す
る
「
ひ
ろ
い
買
」
と
比
べ

て
仲
買
口
銭
の
分
だ
け
高
く
な
る
の
で
、
積
極
的
に
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
備
前
岡
山
方
面
へ
の
為
替
取
組
に
よ
る
荷
物
送
り

や
、
倉
吉
か
ら
直
接
大
坂
淀
屋
清
兵
衛
（
９
）と
い
う
伯
州
商
人
へ
木
綿
が
流
れ
て
い
た
。
京
本
店
で
は
、
倉
吉
か
ら
大
坂
へ
の
積
み
登
せ
数
の
増

大
を
危
惧
し
、
特
に
、
淀
屋
清
兵
衛
が
手
広
く
取
引
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
京
本
店
で
は
、
倉
吉
商
人
へ

月
に
二
、
三
度
赴
き
、
商
人
の
店
で
木
綿
を
吟
味
し
、
品
質
の
良
い
も
の
を

�買
し
、
大
坂
登
せ
に
回
っ
て
い
る
木
綿
が
三
万
反
あ
れ
ば
一

万
反
は
買
い
取
る
よ
う
に
し
た
い
と
提
言
し
て
い
る
。

�買
な
の
で
「
ひ
ろ
い
買
」
に
対
し
て
平
均
三
％
ほ
ど
高
値
に
な
る
が
、
全
仕
入
数

八
万
反
の
う
ち
三
％
高
値
の
も
の
が
二
万
反
混
ざ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
京
本
店
で
値
打
ち
な
ら
し
し
た
時
に
は
一
％
程
度
に
な
る
た
め
、
他
国

木
綿
を
仕
入
れ
る
よ
り
は
良
い
方
法
で
あ
り
理
に
適
っ
て
い
る
、
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
京
本
店
で
は
倉
吉
商
人
か
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ら
の
仕
入
は
力
を
入
れ
て
行
う
こ
と
、
木
綿
積
登
せ
の
際
は
「
束
買
」
と
「
ひ
ろ
い
買
」
の
区
別
を
そ
の
時
々
に
通
達
す
る
こ
と
を
提
言
し

て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
倉
吉
商
人
の
中
に
は
、
西
紙
屋
に
木
綿
を
持
ち
込
ん
で
売
り
込
む
者
も
い
た
が
、
寛
政
年
間
段
階
に
な
る
と
、
倉
吉
商

人
は
備
前
岡
山
へ
積
み
送
り
、
岡
山
か
ら
大
坂
の
木
綿
問
屋
や
大
坂
伯
州
問
屋
へ
積
み
登
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
淀
屋
清
兵
衛

が
有
力
な
引
受
先
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
淀
屋
は
大
坂
で
の
伯
州
木
綿
仕
入
の
シ
ェ
ア
を
急
速
に
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
井
越
後
屋

の
資
金
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
西
紙
屋
の
木
綿
買
い
取
り
は
倉
吉
商
人
か
ら
の
受
け
も
良
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
消
極
的
な
仕
入
姿
勢
に
倉
吉

商
人
が
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
逆
に
、
淀
屋
は
当
該
期
か
ら
、
豊
富
な
資
金
力
を
利
用
し
て
伯
州
木
綿
仕
入
を
す
す
め
て
い
っ
た
。
京
本
店
は

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
倉
吉
商
人
か
ら
西
紙
屋
に
持
ち
込
ま
れ
る
木
綿
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
商
人
の
店
に
出
か
け
て
現
物
を
見
て

�買
し
、

大
坂
登
せ
に
な
っ
て
い
る
木
綿
の
一
部
を
西
紙
屋
で
引
き
抜
く
方
針
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
新
た
な
木
綿
の
開
拓

�米
子
・
大
篠
津
よ
り
の
仕
入

�

京
本
店
は
、
木
綿
の
仕
入
不
足
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
軽
視
し
て
い
た
地
域
で
の
木
綿
仕
入
も
対
象
に
い
れ
る
よ
う
模
索
す
る
。
そ
の
対

象
地
は
、
織
出
し
数
は
相
当
量
あ
り
な
が
ら
も
、
京
本
店
の
好
み
と
合
致
し
な
い
木
綿
（「
悪
風
（

�）」
）
と
し
て
仕
入
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
伯

州
西
部
の
米
子
・
大
篠
津
で
あ
っ
た
（［
史
料
一
〇
］
五
条
目
）。

京
本
店
は
、
米
子
・
大
篠
津
を
毎
年
三
万
反
の
織
出
し
地
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
第

7表
に
よ
る
と
、
米
子
と
大
篠
津
の
織
出
し
数
は

寛
政
七
年
以
前
段
階
で
三
万
六
〇
〇
〇
反
（
米
子
二
万
八
〇
〇
〇
反
、
大
篠
津
八
〇
〇
〇
反
）、
寛
政
九
年
段
階
で
合
計
四
万
反
で
あ
っ
た
。

西
紙
屋
の
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
同
地
域
は
伯
州
各
地
の
中
で
も
一
大
生
産
地
の
一
つ
だ
っ
た
。

京
本
店
は
、
ま
ず
米
子
で
の
木
綿
の
状
況
分
析
と
仕
入
方
法
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
米
子
の
木
綿
は
北
前
船
向
け
の
荷
物

と
し
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
船
手
向
き
の
販
売
が
好
調
な
時
期
は
赤
碕
周
辺
の
相
場
と
比
較
し
て
も
大
き
く
逸
脱
し
て
高
値
に
な
る
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こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
時
節
に
よ
っ
て
は
入
船
が
少
な
く
、
北
前
船
相
手
の
商
売
が
不
振
の
状
況
も
あ
る
た
め
、
そ
の
時
に
利
口
に
仕
入

れ
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
米
子
で
の
状
況
を
よ
く
把
握
す
る
こ
と
。
北
前
船
へ
の
下
り
荷
と
し
て
の
木
綿
需
要
の
高
さ
ゆ
え
、
京
本
店
で

は
、
米
子
で
の
木
綿
仕
入
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
入
船
の
有
無
で
相
場
が
変
動
す
る
た
め
、
相
庭
下
落
を
見
計
ら
っ
て
工
夫
し
て
仕

入
を
行
う
よ
う
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
大
篠
津
で
の
木
綿
仕
入
を
検
証
し
て
い
る
（［
史
料
一
〇
］
六
条
目
）。
大
篠
津
は
弓
ヶ
浜
半
島
の
中
頃
に
位
置
し
、
綿
作
と
木
綿
生

産
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
京
本
店
で
は
大
篠
津
で
の
木
綿
生
産
と
仕
入
方
法
を
次
の
よ
う
に
み
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
篠
津
は
冬
の

正
月
一
杯
の
木
綿
織
り
出
し
が
無
く
、
二
月
上
旬
か
ら
織
り
出
さ
れ
て
く
る
。
最
初
の
木
綿
ほ
ど
品
質
が
良
く
、
後
に
な
れ
ば
品
質
が
落
ち

る
た
め
、
二
月
上
旬
か
ら
三
月
節
句
ま
で
の
木
綿
は
油
断
無
く
仕
入
れ
た
い
。
大
篠
津
の
木
綿
は
疋
物
仕
上
げ
が
立
派
で
あ
り
、
当
初
は
江

戸
向
店
へ
の
生
下
シ
と
し
て
想
定
し
て
い
た
が
、
二
反
を
裁
ち
分
け
た
ら
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
自
ず
と
仕
入
に
い
か
な
く
な
っ
た
。
近
年

は
一
反
裁
ち
の
木
綿
も
多
く
出
回
っ
て
い
る
の
で
、
大
篠
津
の
木
綿
も
来
春
か
ら
は
三
〇
〇
〇
反
も
仕
入
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

疋
物
中
心
の
大
篠
津
の
木
綿
は
、
三
井
越
後
屋
の
好
む
製
品
で
な
く
、
ま
た
仕
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
た
め
、
積
極
的
な
仕
入
を
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
品
質
向
上
に
よ
り
仕
入
れ
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
織
出
し
地
で
の
木
綿
織
の
普
及
と
共
に
、
生
産

品
の
品
質
向
上
（
三
都
で
の
需
要
に
合
致
し
た
製
品
の
生
産
）
も
急
速
に
す
す
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

寛
政
年
間
の
仕
入
不
足
の
状
況
下
に
お
い
て
、
京
本
店
で
は
、
米
子
商
人
・
倉
吉
商
人
の
扱
っ
て
い
る
汗
入
郡
・
北
条
の
木
綿
の
仕
入
と
、

米
子
・
大
篠
津
の
木
綿
の
積
極
的
な
仕
入
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
一
連
の
史
料
で
は
最
後
に
「
無
手
抜
出
情
被
致
候
ハ
ヽ
随
分

八
万
反
買
方
相
調
可
申
哉
と
奉
存
候
」
と
続
け
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
京
本
店
と
し
て
は
、
以
上
の
方
法
を
採
れ
ば
八
万
反
の
仕
入
を
達

成
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
非
常
手
段
で
あ
り
、
現
実
的
な
仕
入
体
制
で
は
な
か
っ
た
。
買
宿
一
軒
で
の
大

量
木
綿
発
注
へ
の
対
応
は
実
質
的
に
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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3
伯

州
木

綿
の

注
文

調
整

仕
入
限
界
量
を
把
握
し
た
京
本
店
で
は
、
注
文
数
の
調
整
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
京
本
店
で
は
各
営
業
店
の
必
要
木

綿
量
を
集
計
し
、
京
本
店
で
数
量
調
整
の
う
え
で
、
西
紙
屋
に
発
注
し
て
い
た
。
第

4表
で
各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量
（
Ａ
～
Ｄ
列
）
、
京

本
店
の
確
定
し
た
必
要
量
（
Ｅ
列
）
、
京
本
店
か
ら
現
地
へ
の
注
文
数
（
Ｆ
列
）
を
記
載
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
京
本
店
で
の
調
整
機
能
を
み

て
と
れ
る
。
例
え
ば
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
場
合
、
各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量
合
計
は
五
万
一
一
六
〇
反
、
京
本
店
確
定
必
要
量
は

五
万
九
三
六
〇
反
、
京
本
店
か
ら
西
紙
屋
へ
の
注
文
数
は
六
万
反
で
あ
り
、
各
店
舗
の
必
要
量
に
対
し
て
増
量
調
整
し
て
注
文
し
て
い
る
。

こ
の
方
法
は
寛
政
九
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
、
各
店
の
必
要
量
六
万
二
〇
六
〇
反
に
対
し
て
、
京
本
店

か
ら
西
紙
屋
に
は
六
万
反
の
発
注
に
と
ど
め
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
各
店
舗
の
必
要
量
に
対
し
て
京
本
店
で
減
量
調
整
し
て
西
紙
屋
に
発
注

し
て
い
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
四
万
二
〇
〇
〇
反
の
削
減
な
ど
極
端
な
減
少
も
見
ら
れ
る
が
、
多
く
の
年
で
一
万
六
〇
〇
〇
反
か

ら
一
万
八
〇
〇
〇
反
程
度
行
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
寛
政
七
年
か
ら
寛
政
九
年
に
か
け
て
注
文
過
多
と
仕

入
不
足
の
経
験
を
受
け
、
寛
政
九
年
に
大
量
仕
入
の
可
否
を
検
証
し
た
結
果
を
ふ
ま
え
、
寛
政
十
年
か
ら
京
本
店
で
は
伯
州
木
綿
注
文
数
の

減
量
調
整
を
行
っ
た
と
い
え
よ
う
。

木
綿
注
文
の
注
文
削
減
は
、
生
産
地
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
と
の
関
係
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。

［
史

料
一

一
（

�）］

（
前
略
）

右
員
数
注
文
好
高
御
座
候
、
然
ニ
下
り
違
等
も
有
之
、
右
員
数
入
用
ト
見
而
ハ
持
物
過
ニ
相
成
候
間
、
凡
チ
（
八
）掛
ニ
て
注
文
入
用
高
都
合
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宜
候

［
史
料
一
一
］
は
文
化
四
年
の
注
文
数
作
成
の
際
の
注
意
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
注
文
数
の
調
整
に
苦
慮
し
て
い
る
木
綿
方
役
人
の
状

況
が
う
か
が
え
る
。
「
右
員
数
」
と
は
文
化
四
年
の
注
文
数
（
第

4表
Ｅ
列
）
の
八
万
一
三
七
五
反
で
あ
る
。
木
綿
方
役
人
は
こ
の
数
値
を

各
店
舗
の
仕
入
必
要
量
（「
好
高
」）
で
あ
る
と
す
る
が
、
江
戸
・
大
坂
各
営
業
店
か
ら
の
実
際
の
注
文
と
の
間
に
誤
差
が
発
生
し
、
各
営
業

店
へ
の
下
し
高
に
増
減
（「
下
り
違
」）
が
生
じ
る
こ
と
、
こ
の
予
測
数
値
の
通
り
に
仕
入
れ
る
と
在
庫
（
持
物
）
過
多
と
な
る
こ
と
を
憂
慮

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
木
綿
方
役
人
は
、
京
本
店
で
算
出
し
た
注
文
数
か
ら
八
掛
に
し
て
注
文
す
る
の
が
妥
当
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ

る
。第

8表
は
、
第

4表
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
京
本
店
の
有
物
、
来
春
夏
追
加
注
文
・
不
足
分
の
み
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寛

政
十
年
段
階
の
有
物
高
（
在
庫
高
）
は
二
万
七
〇
〇
〇
反
あ
る
が
、
こ
の
数
字
は
前
年
・
前
々
年
と
比
較
し
て
急
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

急
激
な
注
文
増
加
に
よ
っ
て
仕
入
不
足
は
発
生
し
た
も
の
の
、
実
際
の
仕
入
量
そ
の
も
の
も
増
大
し
、
そ
の
結
果
、
有
物
（
在
庫
）
も
増
加

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
綿
方
で
は
、
注
文
数
を
抑
制
す
る
方
向
で
数
字
調
整
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
仕
入
不
足
の
解
消
を
第
一
と
し
つ

つ
、
一
方
で
在
庫
滞
留
の
防
止
も
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
木
綿
方
役
人
は
、
江
戸
・
大
坂
各
営
業
店
か
ら
伯
州
木
綿
を
注
文
す
る
よ
う

促
す
だ
け
で
な
く
、
仕
入
不
足
も
在
庫
滞
留
も
起
こ
さ
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
注
文
数
確
定
作
業
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

1）
「
巳
秋
伯
州
買
方
調
」
寛
政
九
年
九
月
条
（「
伯
州
買
方
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。

（

2）
「
覚
」
寛
政
九
年
十
月
（「
用
事
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
七
七
）。
京
本
店
木
綿
方
役
人
か
ら
京
本
店
重
役
手
代
へ
の
相
談
書
。

（

3）
第

7表
に
記
載
し
た
各
地
の
木
綿
織
出
数
、
西
紙
屋
・
倉
吉
商
人
の
積
登
せ
反
数
の
こ
と
。

42



（

4）
「
伯
州
買
方
ニ
付
紙
佐
殿
面
談
之
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
七
四

�四
〇
）。

（
5）

こ
の
段
落
の
米
子
の
木
綿
流
通
に
つ
い
て
は
特
記
の
な
い
限
り
『
新
修
米
子
市
史
』
の
記
述
に
基
づ
く
（
『
新
修
米
子
市
史
』
第
二
巻
、
通

史
編
近
世
、
二
〇
〇
四
年
、
第
一
編
第
二
章
第
四
節
「
米
子
の
各
種
産
業
」
船
越
元
四
郎
執
筆
担
当
、
一
三
五
～
一
三
七
頁
、
同
第
一
二
節

「
藩
の
経
済
政
策
と
米
子
」
松
尾
陽
吉
執
筆
担
当
、
四
九
八
～
五
〇
二
頁
）。

（

6）
『
米
子
市
史
』（
一
九
四
二
年
、
第
十
八
章
「
藩
政
時
代
の
産
業
」、
六
八
〇
～
六
八
二
頁
）。

（

7）
以
下
、
本
段
落
の
叙
述
は
『
新
編
倉
吉
市
史
』（
第
二
巻
、
中
・
近
世
編
、
一
九
九
五
年
、
第
二
編
第
一
章
「
政
治
・
経
済
・
社
会
」、
三
六

一
～
三
六
四
頁
）。

（

8）
『
鳥
取
県
史
』（
第
一
一
巻
、
近
世
資
料
、
一
九
八
一
年
、
一
三
六
九
頁
）。

（

9）
『
鳥
取
県
史
』
に
よ
る
と
、
淀
屋
清
兵
衛
は
倉
吉
の
淀
屋
（
牧
田
家
）
よ
り
出
て
い
る
と
い
い
、
大
坂
の
淀
屋
（
牧
田
家
）
清
兵
衛
家
の
初

代
治
郎
右
衛
門
は
倉
吉
の
淀
屋
三
代
五
郎
右
衛
門
の
四
男
で
あ
り
、
大
坂
淀

屋
清
兵
衛
家
は
代
々
清
兵
衛
を
襲
名
。
後
継
者
が
い
な
い
場
合
、
倉
吉
淀
屋

か
ら
養
子
を
迎
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
淀
屋
は
木
綿
問
屋
と
し
て
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
ま
で
に
伯
耆
西
三
郡
の
木
綿
を
取
引
し
て
お
り
、
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
の
因
伯
木
綿
商
人
あ
て
大
坂
木
綿
問
屋
書
状
の
中
に
も

大
坂
木
綿
問
屋
と
し
て
名
前
が
見
え
、
嘉
永
段
階
に
お
い
て
大
坂
に
お
け
る

鳥
取
木
綿
の
独
占
販
売
を
す
る
商
人
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
鳥
取
県
史
』
第

四
巻
社
会
経
済
、
一
九
八
一
年
、
第
一
章
第
四
節
四
「
倉
吉
町
方
の
推
移
」

手
嶋
義
之
・
日
置
粂
左
ヱ
門
執
筆
担
当
、
二
七
〇
～
二
七
一
頁
）。

（

10）
「
因
幡
伯
耆
地
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
続
七
二
三

�九
、
前
掲
下
向

井
論
文
二
〇
一
二
年
の
地
図
参
照
）
で
は
鳥
取
西
部
を
流
れ
る
日
野
川
以
西

地
域
（
米
子
や
大
篠
津
を
含
む
）
の
木
綿
を
低
く
評
価
し
て
お
り
（
「
川
ヨ
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第8表 京本店の伯州・雲州木綿注文高
（単位：反）

有物

来春注文
�夏注文
共三店仕
入不足

差引

寛政8年辰 1796 12,500 20,700 （8,200）

寛政9年巳 1797 4,200 18,300（14,100）

寛政10年午 1798 27,000 22,700 4,300

寛政11年未 1799 27,160 23,080 4,080

寛政12年申 1800 33,296 23,720 9,576

享和元年酉 1801 26,840 28,400 （1,560）

享和2年戌 1802 15,320 24,900 （9,580）

享和3年亥 1803 22,910 31,210 （8,300）

文化元年子 1804 35,150 31,800 3,350

文化2年丑 1805 28,900 24,900 4,000

文化3年寅 1806 30,800 23,000 7,800

文化4年卯 1807 35,600 34,500 1,100

出所）「伯州買方控」（三井文庫所蔵史料 別1722）。

注） 差引の部の括弧なしは過分、括弧ありは入用

分。



リ
西
、
悪
風
」）
、
生
産
量
の
多
さ
は
認
識
し
つ
つ
も
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
11）

「
卯
秋
伯
州
買
方
調
」
文
化
四
年
十
月
条
（「
伯
州
買
方
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。

六
仕
入
補
完
体
制
の
整
備

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
京
本
店
で
は
注
文
数
の
調
整
な
ど
、
内
部
で
対
処
可
能
な
仕
入
不
足
解
消
の
対
応
を
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
伯
州
木
綿
の
不
足
分
を
補
う
た
め
仕
入
体
制
増
強
を
は
か
っ
た
。
伯
州
木
綿
仕
入
に
関
す
る
史
料
に
は
、
仕
入
不
足
の
際
に
他
所
木

綿
で
補

�し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
時
系
列
に
沿
っ
て
他
所
木
綿
で
の
伯
州
木
綿
補
完
体
制
を
み

て
い
こ
う
。1

阿
州

木
綿

直
仕

入
体

制

先
述
の
よ
う
に
京
本
店
で
は
、
寛
政
八
年
段
階
で
仕
入
不
足
が
予
想
さ
れ
た
際
に
、
大
坂
本
店
の
阿
波
木
綿
直
仕
入
に
便
乗
し
て
不
足
分

を
補
な
お
う
と
し
た
。
一
方
、
大
坂
本
店
も
、
河
内
木
綿
の
代
替
と
し
て
西
国
の
木
綿
直
仕
入
を
模
索
す
る
中
で
、
伯
州
木
綿
以
外
に
も
い

く
つ
か
の
地
域
の
木
綿
に
目
を
つ
け
た
。
伯
州
木
綿
と
と
も
に
注
目
し
て
い
た
の
が
阿
州
木
綿
だ
っ
た
。

［
史

料
一

二
（
１
）］

一
先
年

（
天
明
二
年
）

よ
り
伯
州
直
買
相
建
候
所
、
余
国
よ
り
格
好
克
候
ニ
付
、
江
戸
・
大
坂
年
増

�宜
、
今
年
抔

（
寛
政
八
年
ヵ
）ハ
チ
ウ
万

（
八
九
）

反
余
之
買
方
ニ
相
成
致

大
慶
候
、
乍
併
右
好
員
数
は
国
方
難
調
趣
、
然
ル
時
ハ
好
員
数
下
シ
不
足
ニ
可
相
成
、
此
段
残
念
存
候
、
然
ニ
大
坂
店
ニ
而
者
、
是
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�阿
波
木
綿
問
屋
よ
り
、
年
分
余
程
宛
相
調
間
ヲ
合
セ
来
り
候

一
右
阿
州
木
綿
全
体
綿
性
宜
ク
、
遣
勝
手
克
可
有
之
、
此
末
大
数
相
調
度
、
依
之
大
坂
店
河
田
作
兵
衛
・
家
城
藤
吉
両
人
彼
地
江
為
見

繕
罷
越
、
直
買
相
企
、
則
仕
法
相
建
来
り
候
ニ
付
左
ニ
記
ス

一
阿
州
城
下
佐
古
町
九
丁
目

森
屋
利
兵
衛

手
代
文
兵
衛

（
中
略
）

一
右
両
人
乍

（
河
田
・
家
城
）序
備
前
岡
山
江
も
罷
越
、
直
買
宿
相
頼
置
候
所
左
ニ
記
ス

一
備
前
岡
山
城
下
下
尾
上
町

�屋
又
五
郎

［
史
料
一
二
］
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
段
階
の
記
述
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
、
大
坂
本
店
が
直
仕
入
に
力
を
入
れ
て
い
た

木
綿
が
う
か
が
え
る
。
大
坂
本
店
が
最
初
に
重
視
し
た
の
は
伯
州
木
綿
で
あ
っ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
史
料
で
も
再
確
認

し
て
お
こ
う
。
伯
州
木
綿
は
他
国
の
も
の
よ
り
価
格
・
品
質
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
（「
格
合
宜
」
）
品
で
あ
っ
た
。
江
戸
各
店
・
大
坂
本
店
で
も

京
本
店
を
介
し
て
伯
州
木
綿
を
仕
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
江
戸
・
大
坂
各
営
業
店
か
ら
の
発
注
が
年
々
増
加
し
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

段
階
で
西
紙
屋
へ
の
発
注
量
は
八
万
反
か
ら
九
万
反
余
に
の
ぼ
っ
て
い
た
（
２
）。
そ
の
た
め
、
伯
州
木
綿
の
仕
入
不
足
が
発
生
し
、
江
戸
・
大
坂

の
各
営
業
店
の
仕
入
希
望
量
に
対
す
る
送
荷
不
足
（
下
し
不
足
）
も
発
生
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。

大
坂
本
店
で
は
こ
の
状
況
に
お
い
て
阿
州
木
綿
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
阿
波
木
綿
問
屋
か
ら
少
量
ず
つ
仕
入
れ
て
お
り
、
阿
波
木
綿

は
綿
の
性
質
が
良
く
、
使
い
勝
手
も
良
い
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
。
そ
こ
で
伯
州
木
綿
の
仕
入
を
継
続
し
つ
つ
、
阿
波
木
綿
の
大
量
仕
入
を
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行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

阿
波
木
綿
と
買
宿
の
見
繕
い
の
た
め
、
大
坂
本
店
支
配
の
河
田
作
兵
衛
・
京
本
店
支
配
の
家
城
藤
吉
を
阿
波
へ
派
遣
し
、
直
仕
入
の
交
渉

を
行
い
、
規
則
を
策
定
し
契
約
を
締
結
し
た
。
大
坂
本
店
が
直
仕
入
を
任
せ
た
の
は
阿
波
の
城
下
に
あ
る
佐
古
町
（
３
）九
丁
目
の
木
綿
問
屋
・
森

屋
利
兵
衛
の
手
代
文
兵
衛
で
あ
っ
た
。
買
宿
と
し
て
の
契
約
や
規
則
な
ど
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
こ
の
続
き
に
「
右
之
仁
甥
別
家
同
町

定
兵
衛
と
申
方
ニ
而
直
買
い
た
し
候
積
り
也
」
と
あ
り
、
定
兵
衛
を
通
し
て
阿
州
木
綿
の
直
仕
入
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

河
田
と
家
城
は
備
前
岡
山
に
も
赴
き
、
岡
山
城
下
・
下
尾
上
町
（
４
）の

�屋
又
五
郎
（
木
綿
問
屋
と
思
わ
れ
る
が
現
時
点
で
詳
細
不
明
）
と
も
木

綿
直
仕
入
の
買
宿
契
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
京
本
店
と
大
坂
本
店
で
は
伯
州
木
綿
の
仕
入
を
主
軸
に
お
き
つ
つ
、
阿
州
木
綿
や
備
前

木
綿
へ
も
買
宿
を
設
置
し
、
仕
入
不
足
に
際
し
て
直
仕
入
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
で
は
、
京
本
店
支
配
退
役
の
中
西
宇
右
衛
門
（
５
）を
、
阿
州
木
綿
の
直
仕
入
の
た
め
に
阿
州
に
派
遣
し
た
。
宇
右
衛
門
は
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
十
月
十
九
日
に
下
坂
し
、
翌
年
五
月
十
二
日
に
帰
京
し
て
い
る
（
６
）。
先
述
の
定
兵
衛
方
を
利
用
し
て
、
七
ヶ
月
間
仕
入
任
務
に

従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

2

尾
州

木
綿

の
仕

入

こ
の
ほ
か
、
確
認
で
き
る
の
は
尾
州
木
綿
で
の
補

�で
あ
る
。

［
史

料
一

三
（
７
）］

（
前
略
）
然
ル
ニ
矩
規
カ
カ
入

（
六
匁
六
分
）よ
り
チ
ツ
入

（
八
匁
四
分
）

�出
方
無
数
下
り
不
足
相
成
、
伯
州
斗
ニ
而
者
迚
茂
入
用
員
数
出
来
申
間
敷
と
奉
存
候
、
依

而
尾
州
江
右
直
越
不
足
之
分
注
文
相
立
申
度
御
相
談
申
上
候
、
御
指
図
可
被
下
候
、
以
上
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［
史
料
一
三
］
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
十
一
月
の
史
料
で
あ
り
、
伯
州
木
綿
の
注
文
書
作
成
時
の
木
綿
方
役
人
の
意
見
で
あ
る
。

こ
の
直
前
に
は
第

4表
の
寛
政
十
一
年
の
数
字
が
入
っ
て
い
る
。
同
年
の
京
本
店
で
確
定
し
た
注
文
数
（
Ｅ
列
）
は
六
万
二
一
二
六
反
、
西

紙
屋
へ
の
発
注
分
は
五
万
反
で
あ
っ
た
。
木
綿
方
で
は
同
年
の
注
文
に
つ
い
て
、
注
文
段
階
で
一
反
あ
た
り
の
目
安
（「
規
矩
」）
で
六
匁
六

分
か
ら
八
匁
四
分
の
木
綿
は
織
出
し
数
が
少
な
く
不
足
が
出
る
こ
と
、
伯
州
だ
け
で
は
員
数
を
調
達
で
き
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
予
測
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
代
替
手
段
と
し
て
、
尾
州
木
綿
の
う
ち
同
じ
価
格
帯
（「
右
直
越
」
）
の
木
綿
を
不
足
分
だ
け
注
文
す
る
よ
う
に
し
た
い
、

と
重
役
手
代
に
相
談
し
て
い
る
。
第

1図
で
み
た
よ
う
に
、
三
井
越
後
屋
に
お
け
る
尾
州
木
綿
の
主
要
な
仕
入
店
は
江
戸
向
店
で
あ
り
（
８
）、
江

戸
向
店
の
仕
入
に
便
乗
す
る
か
た
ち
で
必
要
に
応
じ
て
尾
州
木
綿
を
確
保
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

天
明
二
年
に
伯
州
木
綿
仕
入
を
始
め
る
段
階
で
、
尾
州
三
州
木
綿
と
の
品
質
・
価
格
比
較
を
行
い
、
価
格
面
に
お
い
て
伯
州
木
綿
が
優
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
直
仕
入
を
開
始
し
た
経
緯
が
あ
る
（
９
）。
よ
り
高
級
な
尾
州
木
綿
で
、
安
価
な
伯
州
木
綿
を
補

�す
る
と
い
う
の
は
本
末
転
倒

な
状
況
で
あ
る
が
、
品
質
面
に
お
い
て
優
位
に
あ
る
尾
州
木
綿
の
な
か
で
も
低
価
格
帯
の
木
綿
に
お
い
て
は
伯
州
木
綿
を
補

�す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
京
本
店
木
綿
方
役
人
は
様
々
な
手
段
を
駆
使
し
て
仕
入
補

�に
奔
走
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

3

備
後

三
原

木
綿

の
仕

入

と
こ
ろ
で
、
不
足
補

�の
木
綿
の
中
に
は
、
備
後
三
原
で
集
荷
・
積
登
せ
さ
れ
た
木
綿
も
含
ま
れ
て
い
た
。
広
島
藩
内
で
は
近
世
前
期
か

ら
木
綿
織
が
発
展
し
て
お
り
、
近
世
後
期
に
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
広
島
藩
領
内
か
ら
他
国
に
移
出
さ
れ
た
木
綿
類
は
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
段
階
で
一
万
反
あ
り
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
安
芸
国
ほ
か
六
ヶ
国
か
ら
大
坂
に
積
み
登
せ
た
白
木
綿
は
一
〇
万
反
で

あ
っ
た
と
い
う
（

�）。
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三
原
で
の
木
綿
生
産
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
文
化
年
間
に
は
新
開
で
綿
作
を
行
い
、
白
木
綿
生
産
も
お
こ
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

［
史

料
一

四
（

�）］

宮
沖
御
新
開
濃
（
農
）業
専
之
所
ニ
而
、
別
而
綿
作
宜
敷
出
来
立
申
候
、
然
ル
処
度
々
白
木
綿
織
出
候
様
ニ
被
為
仰
付
候
義
も
御
坐
候
へ
共
、

�角
其
業
相
立
不
申
流
合
ニ
相
成
申
候
（
中
略
）
当
地
婦
女
も
近
来
追
々
器
様
ニ
罷
成
申
候
故
、
教
方
行
届
申
候
ハ
ヽ
、
白
木
綿
ハ
不

申
及
、
能
キ
嶋
織
出
可
申
と
奉
存
候
、
尤
、
白
木
綿
之
儀
者
根
気
を
尽
候
処
直
段
ニ
限
御
坐
候
而
利
潤
薄
御
坐
候
故
、
相
続
難
致
御
座
候

［
史
料
一
四
］
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
、
三
原
の
有
力
商
人

�崎
屋
仲
兵
衛
が
町
年
寄
に
提
出
し
た
町
方
繁
栄
策
の
一
部
で
あ

る
。
仲
兵
衛
は
、
三
原
で
は
宮
沖
新
開
（

�）で
作
る
綿
を
原
料
に
白
木
綿
生
産
を
藩
よ
り
命
ぜ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
軌
道
に
乗
っ
て
お
ら
ず
上

手
く
い
っ
て
い
な
い
現
状
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
三
原
の
婦
女
の
木
綿
織
技
術
も
向
上
し
て
お
り
、
技
術
指
導
が
行
き

届
け
ば
白
木
綿
は
言
う
ま
で
も
な
く
上
質
の
嶋
木
綿
す
ら
生
産
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
同
時
に
、
白
木
綿
は
根
気
を
尽
く

し
て
も
売
値
段
に
限
度
が
あ
り
、
利
潤
も
薄
い
の
で
相
続
困
難
で
あ
る
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
化
五
年
段
階
で
、
三
原
で
の
木

綿
生
産
は
藩
の
あ
と
お
し
で
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
三
原
商
人
は
三
原
白
木
綿
の
生
産
技
術
力
に
一
定
の
自
負
を
持
ち
つ
つ
も
、
白

木
綿
の
利
潤
の
低
さ
に
起
因
す
る
販
売
不
振
を
課
題
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
（

�）。

一
方
、
三
井
越
後
屋
の
史
料
で
は
、
三
原
木
綿
を
京
本
店
で
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
る
経
緯
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

［
史

料
一

五
（

�）］
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口
上
之
覚

一
備
後
国
三
原
と
申
処
、
四
五
年
已
前
よ
り
少
々
宛
木
綿
織
出
し
候
由
、
然
ニ
同
処
和
泉
屋
源
太
郎
殿
と
申
仁
、
右
木
綿
手
前
へ
調
登

セ
度
段
於
大
坂
大
石
平
右
衛
門
へ
相
頼
被
申
、
同
人
帰
京
之
節
咄
合
有
之
候
ニ
付
、
風
合
本
形
と
し
て
木
綿
三
反
差
下
し
置
、
是

�

少
々
宛
両
度
被
指
送
候
得
共
、
風
合
格
好
共
格
別
之
儀
茂
無
御
座
候
処
、
此
度
持
登
り
被
申
候
品
追
々
風
合
相
廻
り
直
格
好
茂
相
応

宜
相
見
え
申
候
、
尤
国
方
之
様
子
是

�格
別
余
慶
織
出
し
候
儀
ニ
而
も
無
之
候
へ
共
、
兼
而
ハ
御
地
頭
よ
り
国
産
ニ
も
被
成
度
趣
ニ

而
、
御
役
人
衆
中
よ
り
格
別
厚
ク
御
世
話
被
成
遣
候
由
ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
追
々
大
数
織
出
し
可
申
、
何
卒
此
度
少
々
ニ
而
茂
注
文

相
立
呉
候
様
相
願
被
申
候
ニ
付
、
御
相
談
申
上
候
、
尤
買
銀
之
処
慥
成
請
合
人
も
御
座
候
由
ニ
候
へ
共
、
先
方
之
様
子
難
相
分
り
候

へ
者
木
綿
着
一
覧
之
上
相
渡
し
候
様
談
シ
遣
し
可
申
積
ニ
御
座
候
、
猶
委
細
之
儀
ハ
口
上
を
以
可
申
上
候
、
宜
御
評
定
可
被
下
候
、

以
上

［
史
料
一
五
］
は
、［
史
料
一
四
］
に
先
立
つ
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
末
か
ら
三
年
の
初
頭
と
思
わ
れ
る
が
、
京
本
店
木
綿
方
役
人
が
重

役
手
代
に
対
し
て
備
後
三
原
木
綿
を
補

	用
と
し
て
確
保
す
る
相
談
を
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

ま
ず
過
去
の
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
原
の
商
人
で
あ
る
和
泉
屋
源
太
郎
（


）が
大
坂
本
店
に
赴
き
、
三
原
で
生
産
・
集
荷
し

た
木
綿
を
積
み
登
せ
た
い
と
京
本
店
手
代
の
大
石
平
右
衛
門
（

�）に
依
頼
し
て
き
た
。
平
右
衛
門
は
帰
京
し
た
際
に
京
本
店
木
綿
方
で
相
談
し
た
。

木
綿
方
で
は
、
品
質
等
の
確
認
の
た
め
、
木
綿
の
品
質
見
本
（「
風
合
本
形
」）
と
し
て
木
綿
三
反
を
三
原
に
下
し
た
。
現
地
か
ら
は
そ
れ
に

も
と
づ
き
二
度
ほ
ど
少
量
ず
つ
木
綿
を
送
っ
て
き
た
が
、
風
合
や
形
は
特
別
に
良
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
三
原
木
綿
の
積

み
登
せ
を
提
案
し
て
き
た
の
は
現
地
商
人
源
太
郎
で
あ
り
、
［
史
料
一
五
］
が
作
成
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
源
太
郎
の
送
っ
て
く

る
三
原
木
綿
は
京
本
店
の
満
足
す
る
品
質
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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し
か
し
、
今
回
（
文
化
二
～
三
年
）
送
ら
れ
て
き
た
木
綿
は
品
質
も
良
く
値
段
相
応
で
あ
っ
た
。
源
太
郎
は
、
こ
れ
ま
で
三
原
木
綿
は
大

量
生
産
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
広
島
藩
が
国
産
品
と
し
て
木
綿
生
産
・
流
通
を
重
視
し
て
い
る
の
で
藩
役
人
か
ら
格
別
の
便
宜
を
受
け
る
こ

と
、
そ
の
た
め
大
量
生
産
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
少
量
で
も
注
文
し
て
ほ
し
い
と
提
案
し
た
。
京
本
店
好
み
の
木
綿
集
荷
を

行
い
、
広
島
藩
の
殖
産
興
業
策
を
背
景
と
し
て
、
京
本
店
に
売
り
込
み
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
［
史
料
一
四
］
と
あ
わ
せ
て
考
え
る

と
、
販
路
拡
大
を
狙
う
三
原
商
人
は
、
三
井
越
後
屋
な
ど
の
三
都
問
屋
資
本
を
三
原
木
綿
の
販
売
相
手
と
し
て
考
え
て
い
た
と
も
い
え
よ
う

（
そ
し
て
同
時
に
薄
利
の
白
木
綿
販
売
の
限
界
性
も
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
）。

木
綿
方
役
人
は
三
原
木
綿
の
仕
入
の
是
非
を
重
役
手
代
に
相
談
し
た
。
京
本
店
内
で
の
議
論
で
は
、
木
綿
仕
入
銀
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

木
綿
方
役
人
は
仕
入
銀
に
つ
い
て
、
現
地
に
確
か
な
請
人
も
い
る
よ
う
だ
が
現
地
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
木
綿
が
到
着
し
た
ら
品
質
・

価
格
を
一
覧
の
上
で
代
銀
を
源
太
郎
に
渡
す
予
定
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
伯
州
木
綿
や
阿
州
木
綿
の
よ
う
に
、
現
地
へ
の
買
宿
設
置
と
、

仕
入
金
の
前
貸
に
よ
る
木
綿
調
達
で
な
く
、
現
地
に
は
注
文
の
み
送
り
、
積
み
登
せ
て
き
た
木
綿
に
対
し
て
源
太
郎
に
正
金
銀
で
対
価
を
支

払
う
方
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
三
原
木
綿
の
場
合
、
現
地
商
人
か
ら
の
仕
入
要
請
に
対
し
て
、
京
本
店
が
必
要
に
応
じ
て
注
文
す
る
形

式
を
採
用
し
た
。
京
本
店
で
は
、
自
ら
買
宿
を
置
い
て
積
極
的
に
直
仕
入
を
す
る
か
た
わ
ら
、
商
品
作
物
生
産
の
進
展
に
よ
り
西
国
各
地
か

ら
積
登
せ
ら
れ
る
木
綿
を
、
現
地
商
人
を
通
し
て
仕
入
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

4

補

�の
実
際

京
本
店
で
は
直
仕
入
に
よ
り
廉
価
入
手
可
能
な
伯
州
木
綿
を
主
力
商
品
と
し
つ
つ
、
仕
入
不
足
が
生
じ
た
際
に
は
阿
州
木
綿
・
尾
州
木
綿
・

三
原
木
綿
等
の
多
様
な
他
所
木
綿
に
よ
っ
て
不
足
分
を
補
お
う
と
し
た
。
第

9表
は
、
確
認
で
き
た
京
本
店
と
大
坂
本
店
の
木
綿
買
高
で
あ

り
、
特
に
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
は
木
綿
不
足
が
発
生
し
た
際
の
補

�状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第

4表
で
伯
州
木
綿
の
注
文
高
は
五
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万
反
、
雲
州
木
綿
の
注
文
高
は
二
万
五
〇
〇
〇
反
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第

9表
で
伯
州
木
綿
の
買
入
高
は
三
万
九
八
五
二
反
、

雲
州
木
綿
は
二
万
二
九
六
〇
反
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
万
一
四
八
反
、
二
〇
四
〇
反
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
不
足
に
対
し

て
、
尾
州
木
綿
一
七
二
二
反
、
備
前
木
綿
七
五
六
反
、
阿
州
木
綿
一
六
六
五
反
、
備
後
三
原
木
綿
五
六
〇
反
を
仕
入
れ
、
合
計
六
万
七
五
一

五
反
を
確
保
し
て
い
る
（

�）。
不
足
分
の
全
て
を
補
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
伯
州
木
綿

の
仕
入
不
足
補
完
体
制
は
実
際
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

5

雲
州

木
綿

の
直

仕
入

一
方
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
第

4表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
隣
国

雲
州
か
ら
の
木
綿
直
仕
入
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
雲
州
木
綿
の
直
仕
入
も
す

で
に
先
行
研
究
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
先
述
の

通
り
、
京
本
店
は
西
紙
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
能
力
に
基
づ
い
た
仕
入
量
を
把
握
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
不
足
分
の
補

�の
た
め
、
雲
州
に
新
た
な
買
宿
を
設
置
し
た
。
文
化

元
年
（
一
八
〇
四
）
七
月
の
記
事
に
「
雲
州
平
田
木
面
買
宿
西
台
屋
彦
兵
衛
儀
、
慥

成
仁
ニ
付
、
去
ル
寛
政
十
二
申
年
よ
り
店
表
定
宿
ニ
相
極
メ
、
彼
地
木
綿
為
致
買
方

候
処
、
無
如
才
出
情
被
致
工
面
宜
候
（

�）」
と
あ
る
よ
う
に
、
雲
州
平
田
の
西
台
屋
彦
兵

衛
を
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
京
本
店
の
定
宿
に
指
定
し
、
平
田
周
辺
の
木
綿

の
直
仕
入
を
開
始
し
た
。

雲
州
木
綿
は
低
価
格
帯
の
木
綿
だ
っ
た
。
伯
州
木
綿
も
廉
価
帯
に
位
置
す
る
木
綿
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第9表 京本店と大坂本店の各地の木綿買入高（単位 反）

京本店 大坂本店

伯州木綿 阿州木綿 三原木綿 尾州木綿 備前木綿 雲州木綿 伯州木綿

寛政9年 68,226 6,508 9,972

寛政10年

寛政11年

寛政12年

享和元年

享和2年 41,176 15,680

享和3年

文化元年

文化2年 48,924 14,840

文化3年 39,790 1,840 17,360

文化4年 39,852 1,665 560 1,722 756 22,960

文化5年 26,230 26,320

出所）「伯州買方控」（三井文庫所蔵史料 別1722）。



で
は
あ
る
が
、
雲
州
木
綿
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
廉
価
な
木
綿
だ
っ
た
。
第

10表
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
雲
州
・
伯
州
木
綿
の
一
反
あ

た
り
の
価
格
帯
と
価
格
帯
ご
と
の
産
地
別
注
文
反
数
の
試
算
と
シ
ェ
ア
で
あ
る
。
注
文
反
数
の
合
計
が
八
万
八
八
八
四
反
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
試
算
に
あ
た
り
、
第

4表
Ａ
列
の
八
万
七
八
五
反
に
仕
入
不
足
分
な
ど
を
加
え
た
八
万
九
三
七
八
反
を
入
用
高
と
し
て
想
定
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
雲
州
杵
築
の
木
綿
の
価
格
帯
が
二
匁
二
分
か
ら
三
匁
六
分
の
間
で
最
も
低
く
、
次
い
で
雲
州
平
田
が
三

匁
か
ら
四
匁
八
分
で
あ
り
、
最
も
高
い
の
が
因
州
青
谷
で
七
匁
八
分
か
ら
一
一
匁
と
な
っ
て
お
り
、
青
谷
木
綿
は
か
な
り
高
価
な
木
綿
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
伯
州
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
主
に
西
紙
屋
の
仕
入
れ
て
い
た
木
綿
で
あ
ろ
う
が
、
三
匁
四
分
か
ら
七
匁
二
分
と
な
っ

て
い
る
。
価
格
帯
別
に
み
る
と
五
匁
四
分
・
五
匁
六
分
の
伯
州
へ
の
注
文
が
八
七
二
二
反
と
最
も
多
く
、
価
格
帯
別
に
み
る
と
五
匁
・
五
匁

二
分
で
九
六
九
四
反
で
あ
る
。
伯
州
の
価
格
帯
は
三
匁
四
分
か
ら
七
匁
二
分
と
幅
広
く
な
っ
て
お
り
、
杵
築
や
平
田
と
一
部
重
複
し
て
い
る

が
、
低
価
格
帯
部
分
に
つ
い
て
は
杵
築
・
平
田
へ
の
注
文
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
当
該
期
の
雲
州
木
綿
は
三
井
越
後
屋
に
と
っ
て
極
廉
価

帯
の
木
綿
だ
っ
た
（

�）。
第

4表
で
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
雲
州
木
綿
の
注
文
数
を
み
て
み
る
と
、
一
万

二
〇
〇
〇
反
か
ら
二
万
反
の
間
で
幅
が
あ
る
が
、
概
ね
一
万
五
〇
〇
〇
反
前
後
を
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
同
時
期
の
伯
州
木
綿
注
文
は
お

お
む
ね
四
万
反
か
ら
四
万
五
〇
〇
〇
反
で
あ
り
、
伯
州
・
雲
州
合
計
で
五
万
反
か
ら
六
万
反
程
度
の
木
綿
を
安
定
的
に
注
文
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
寛
政
末
年
か
ら
文
化
年
間
初
期
に
か
け
て
の
雲
州
木
綿
仕
入
は
、
伯
州
木
綿
の
注
文
数
に
比
し
て
少
な
く
、
ま
だ
伯
州
木
綿

に
対
し
て
補
助
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
京
本
店
で
は
、
伯
州
木
綿
直
仕
入
を
主
力
と
し
つ
つ
も
、
必
要
木
綿
量
確
保
の
た
め
、
雲
州
へ
の
買
宿
設
置
や
仕
入
不

足
時
の
木
綿
の
補

�先
の
確
保
な
ど
、
伯
州
西
紙
屋
に
集
中
し
て
い
た
木
綿
注
文
を
分
散
化
し
、
木
綿
仕
入
可
能
数
の
総
量
を
底
上
げ
し
つ

つ
堅
実
な
直
仕
入
体
制
を
構
築
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
安
定
的
な
体
制
を
維
持
で
き
た
の
は
わ
ず
か
な
期
間
で
あ
っ

た
。
こ
の
後
、
文
政
年
間
に
は
伯
州
木
綿
流
通
統
制
に
よ
り
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
直
仕
入
が
中
止
す
る
。
文
政
九
年
か
ら
直
仕
入
を
再
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第10表 木綿価格帯別の各産地の注文反数とシェア（文化5年） （単位：反）

杵築 平田
斎賀

（雑賀ヵ） 伯州 北条 青谷
価格帯
別合計

2匁2分・2匁4分 1,898
100％

1,898
100％

2匁6分・2匁8分 3,135
100％

3,135
100％

3匁・3匁2分 3,402
70％

1,458
30％

4,860
100％

3匁4分・3匁6分 1,695
30％

2,258
40％

1,694
30％

5,647
100％

3匁8分・4匁 5,200
70％

2,228
30％

7,428
100％

4匁2分・4匁4分 3,364
40％

2,523
30％

2,523
30％

8,410
100％

4匁6分・4匁8分 1,644
20％

4,110
50％

2,466
30％

8,220
100％

5匁・5匁2分 1,939
80％

7,755
20％

9,694
100％

5匁4分・5匁6分 8,722
100％

8,722
100％

5匁8分・6匁 6,533
100％

6,533
100％

6匁2分・6匁4分 5,743
100％

5,743
100％

6匁6分・6匁8分 3,635
70％

1,559
30％

5,194
100％

7匁・7匁2分 1,267
50％

1,267
50％

2,534
100％

7匁4分・7匁6分 2,131
100％

2,131
100％

7匁8分・8匁 1,217
50％

1,217
50％

2,434
100％

8匁2分・8匁4分 448
20％

1,792
80％

2,240
100％

8匁6分・8匁8分 1,772
100％

1,772
100％

9匁・9匁 2分 1,177
100％

1,177
100％

9匁4分・9匁6分 454
100％

454
100％

9匁8分・10匁 307
100％

307
100％

10匁2分・10匁4分 234
100％

234
100％

10匁6分・10匁8分 82
100％

82
100％

11匁以上 35
100％

35
100％

産地別合計 10,130 13,924 8,572 42,566 6,622 7,070 88,884

出所）「伯州買方控」（三井文庫所蔵史料 別1722）。

注） 1 1反あたりの価格帯とその価格帯における木綿集荷地のシェアを示す。例えば、3匁・3匁2

分の価格帯の木綿は、杵築が70％、平田が30％を占める。

2 2分ずつの区切りは、筆者によるものではなく、原史料の記述通り。



開
す
る
が
、
徐
々
に
仕
入
銀
額
に
お
い
て
雲
州
木
綿
は
伯
州
木
綿
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
（

�）。
仕
入
反
数
で
み
た
と
き
に
は
雲
州
木
綿
は
伯
州

木
綿
を
圧
倒
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（

1）
「
江
戸
向
店
会
所
大
坂
店
木
綿
方
規
矩
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
五
）。

（

2）
こ
の
仕
入
数
は
京
本
店
・
大
坂
本
店
の
合
計
注
文
数
で
あ
ろ
う
。
寛
政
八
年
に
仕
入
れ
る
の
は
寛
政
七
年
発
注
分
で
あ
り
、
第

2表
の
寛
政

七
年
の
注
文
数
七
万
二
〇
〇
〇
反
と
、
寛
政
八
年
に
大
坂
本
店
の
直
仕
入
に
よ
っ
て
大
坂
に
送
ら
れ
た
伯
州
木
綿
九
九
〇
〇
反
余
（
「
伯
州
買

方
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）
を
合
算
す
る
と
、
概
ね
妥
当
な
数
字
に
な
る
。

（

3）
佐
古
町
は
徳
島
城
下
西
端
に
位
置
す
る
、
伊
予
街
道
沿
い
に
東
西
に
続
く
町
人
地
。
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
佐
古
一
丁
目
か
ら
五
丁

目
ま
で
の
佐
古
川
沿
い
の
屋
敷
が
城
下
町
に
編
入
さ
れ
た
。
当
時
は
九
丁
目
ま
で
あ
っ
た
が
、
五
丁
目
途
中
か
ら
は
郷
分
で
あ
っ
た
。
寛
文
二

年
の
佐
古
町
九
丁
目
の
家
数
は
四
三
軒
（
「
佐
古
町
」
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
六

徳
島
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
六
年
）
。
森
屋
利
兵
衛

が
ど
の
よ
う
な
商
人
か
現
時
点
で
不
明
。

（

4）
尾
上
町
は
岡
山
城
下
外
堀
西
側
に
あ
り
西
川
と
の
間
に
位
置
す
る
。
町
域
は
一
町
一
反
余
（「
尾
上
町
」『
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
四
岡
山

県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）。

（

5）
天
明
二
年
の
伯
州
木
綿
直
仕
入
の
開
始
に
尽
力
し
た
人
物
（
前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
、
一
四
～
一
九
頁
）
。
寛
政
四
年
に
は
西
紙
屋

の
借
銀
問
題
が
発
生
し
た
際
、
現
地
に
赴
き
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
（
「

�中
西
宇
右
衛
門
書
状

�」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
七
四

�三

九
）。
ま
た
、
文
化
二
年
に
は
奥
州
福
島
の
木
綿
買
方
を
行
っ
て
い
る
な
ど
（「
永
書
」
文
化
二
年
十
二
月
七
日
条
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本

一
三
一
）、
木
綿
仕
入
に
関
す
る
特
別
任
務
に
就
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

（

6）
「
永
書
」
寛
政
九
年
十
月
十
九
日
条
、
寛
政
十
年
五
月
十
二
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
三
〇
）。

（

7）
「
未
秋
伯
州
買
方
下
書
」
寛
政
十
一
年
十
一
月
条
（「
伯
州
買
方
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。

（

8）
『
三
井
事
業
史
』（
本

�第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
、
四
二
四
～
四
二
五
頁
）。
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（

9）
前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
、
一
二
～
一
三
頁
。

（
10）

『
広
島
県
史
』（
近
世

2、
Ⅱ

�四

�1「
安
芸
木
綿
と
備
後
絣
」
渡
辺
則
文
執
筆
担
当
、
一
九
八
四
年
、
四
一
一
～
四
一
四
頁
）。

（

11）
「
町
方
繁
栄
の
こ
と
に
つ
き
存
寄
書
」
文
化
五
年
（
『
三
原
市
史
』
第
六
巻
、
資
料
編
三
、
一
九
八
六
年
、
一
八
八
～
一
九
〇
頁
）
。
な
お
、

三
原
の
商
業
活
動
に
つ
い
て
は
『
三
原
市
史
』
で
概
説
さ
れ
て
い
る
（
『
三
原
市
史
』
第
二
巻
通
史
編
二
、
二
〇
〇
六
年
、
第
四
編
第
三
章
二

「
城
下
町
の
発
展
」、
橋
本
敬
一
執
筆
担
当
）
。

（

12）
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
、
三
原
を
流
れ
る
沼
田
川
と
西
町
川
が
形
成
し
た
三
角
州
に
築
調
さ
れ
た
新
開
。
作
方
は
最
初
麦
作
で
あ
っ
た

が
、
後
に
綿
を
多
く
作
っ
た
と
い
う
（「
宮
沖
新
開
」『
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
五
広
島
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）。

（

13）
白
木
綿
の
利
潤
の
低
さ
故
、
こ
の
町
方
繁
栄
策
の
続
き
部
分
で
は
、
白
木
綿
生
産
で
は
な
く
嶋
木
綿
生
産
に
重
点
化
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

に
、
周
防
柳
井
・
大
畠
か
ら
織
女
を
招
聘
し
て
、
嶋
木
綿
の
技
術
指
導
に
あ
た
ら
せ
、
三
原
嶋
木
綿
の
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
、
を
提
言
し
て

い
る
。

（

14）
「
口
上
之
覚
」
文
化
二
年
末
～
文
化
三
年
前
半
ヵ
（「
用
事
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
八
〇
）
。

（

15）
三
原
の
木
綿
商
人
と
思
わ
れ
る
が
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

（

16）
京
本
店
手
代
で
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
十
九
日
退
。
退
職
時
点
で
組
頭
（「
店
々
役
人
名
鑑
」
三
井
文
庫
閲
覧
室
配
架
資
料
）。
た
だ

し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
一
月
四
日
に
「
大
石
平
右
衛
門
長
崎
用
向
相
済
、
昨
日
着
坂
」（「
永
書
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
三
一
）

と
あ
り
、
退
役
し
た
後
も
京
本
店
の
業
務
に
関
与
し
て
い
る
。
平
右
衛
門
は
天
明
年
間
に
伯
州
木
綿
買
方
役
を
務
め
、
西
紙
屋
の
問
屋
改
役
就

任
や
、
現
地
で
の
仕
入
金
確
保
な
ど
、
木
綿
仕
入
を
め
ぐ
る
重
要
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
（
前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
、
四
八
～

七
二
頁
）。

（

17）
「
伯
州
買
方
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。

（

18）
「
口
上
」
文
化
元
年
七
月
条
（「
用
事
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
七
九
）。

（

19）
は
じ
め
に
、
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
雲
州
で
は
木
綿
市
が
展
開
し
て
お
り
、
三
井
越
後
屋
も
木
綿
市
で
雲
州
木
綿
を
仕
入
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
井
越
後
屋
の
仕
入
れ
る
雲
州
木
綿
が
極
廉
価
で
あ
る

理
由
は
現
時
点
で
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
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雲
州
木
綿
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

（
20）

前
掲
下
向
井
論
文
二
〇
一
二
年
、
第

1表
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
寛
政
年
間
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
京
本
店
の
伯
州
木
綿
仕
入
の
動
向
を
、
江
戸
・
大
坂
の
営
業
店
や
、
他
店
・
在
地
商
人
と

の
関
係
の
中
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
最
後
に
、
本
稿
の
内
容
を
以
下
の
三
点
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。

（
一
）
仕
入
に
お
け
る
京
本
店
の
役
割
と
各
営
業
店
の
伯
州
木
綿
重
視

京
本
店
木
綿
方
で
は
、
伯
州
木
綿
の
仕
入
に
あ
た
り
、
各
営
業
店
か
ら
の
過
去
の
注
文
実
績
に
基
づ
き
、
各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量
を
算

出
し
、
数
量
調
整
し
て
伯
州
買
宿
西
紙
屋
に
注
文
書
を
送
っ
て
い
た
。
京
本
店
で
は
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
・
大
坂
本
店
か
ら
の
需
要
に

応
じ
て
伯
州
木
綿
を
仕
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
江
戸
向
店
か
ら
の
注
文
が
半
数
を
占
め
て
い
た
。

寛
政
年
間
の
三
井
越
後
屋
各
営
業
店
の
必
要
木
綿
量
は
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
。
当
該
期
の
三
井
越
後
屋
は
、
他
店
と
の
販
売
競
争
（
＝
安

売
競
争
）
の
激
化
等
を
背
景
に
、
廉
価
木
綿
の
仕
入
を
必
要
と
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
江
戸
向
店
の
勢
州
木
綿
仕
入
の
札
掛
率
の
低
さ
（
＝

売
上
益
の
低
さ
）
や
、
大
坂
本
店
の
河
内
木
綿
直
仕
入
へ
の
出
遅
れ
（
＝
高
級
木
綿
の
低
廉
仕
入
の
失
敗
）
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
江
戸
・

大
坂
双
方
に
お
い
て
廉
価
木
綿
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
京
本
店
で
は
、
天
明
年
間
以
来
直
仕
入
を
行
っ
て
き
た
伯
州

木
綿
の
重
点
化
を
企
図
し
、
各
営
業
店
も
そ
れ
に
同
調
し
て
伯
州
木
綿
の
注
文
を
増
や
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
京
本
店
が
江
戸
向
店
の

勢
州
木
綿
か
ら
伯
州
木
綿
・
関
東
木
綿
へ
の
切
替
を
提
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
仕
入
体
制
の
転
換
期
に
お
け
る
京
本
店
（
仕
入
部
門
で
あ
り
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各
営
業
店
の
統
括
部
門
）
の
主
導
的
立
場
も
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
仕
入
不
足
と
そ
の
対
応

京
本
店
で
は
、
各
営
業
店
の
伯
州
木
綿
需
要
増
大
に
と
も
な
い
、
伯
州
木
綿
の
注
文
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
寛
政
七
年
に
京
本
店
で
は

七
万
二
〇
〇
〇
反
と
い
う
前
年
の
一
・
八
倍
の
注
文
を
現
地
買
宿
西
紙
屋
に
送
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
大
量
の
仕
入
不
足
と
い
う
事
態

を
招
き
、
西
紙
屋
で
集
荷
で
き
る
の
は
四
万
反
程
度
と
い
う
仕
入
限
界
量
を
露
呈
し
た
。
京
本
店
で
は
現
地
に
お
け
る
木
綿
生
産
量
と
西
紙

屋
の
仕
入
能
力
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
伯
州
木
綿
の
み
で
各
営
業
店
の
需
要
増
大
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
京
本
店
は
仕
入
部

門
と
し
て
、
現
地
の
生
産
量
把
握
、
西
紙
屋
の
仕
入
限
界
量
把
握
な
ど
の
重
要
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
は
注
文
数
そ
の
も
の
の
数
量
調
整
を
行
う
と
同
時
に
、
不
足
し
た
伯
州
木
綿
の
確
保
の
た
め
、
青
谷
木
綿
直
仕
入
の
た
め
の
買
宿

の
増
設
や
、
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
一
大
生
産
地
米
子
・
大
篠
津
か
ら
の
木
綿
仕
入
、
倉
吉
商
人
の
手
で
積
み
登
せ
ら
れ
た
木
綿
を
京
・

大
坂
で
仕
入
れ
る
方
法
な
ど
、
様
々
な
手
段
を
検
証
し
た
。
大
坂
木
綿
と
し
て
「
中
」
級
の
阿
州
木
綿
や
備
前
木
綿
の
直
仕
入
を
開
始
し
、

よ
り
廉
価
な
雲
州
木
綿
の
直
仕
入
も
開
始
し
た
。
ま
た
、
備
後
三
原
木
綿
の
注
文
仕
入
や
、
尾
州
木
綿
の
よ
う
な
高
級
木
綿
の
廉
価
部
分
を

仕
入
れ
る
な
ど
、
他
所
木
綿
を
仕
入
れ
る
こ
と
で
不
足
分
を
補

�し
た
。
特
に
極
廉
価
の
雲
州
木
綿
は
、
他
所
の
高
価
格
帯
木
綿
で
不
足
分

を
補

�す
る
場
合
、
仕
入
木
綿
全
体
で
な
ら
し
た
際
に
、
伯
州
木
綿
並
み
の
価
格
に
平
準
化
す
る
の
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ

う
。
伯
州
木
綿
仕
入
に
つ
い
て
み
た
と
き
、
京
本
店
で
は
、
寛
政
年
間
に
い
た
り
、
伯
州
木
綿
を
中
心
に
す
え
つ
つ
、
よ
り
廉
価
な
雲
州
木

綿
で
雲
伯
双
方
で
仕
入
総
量
の
底
上
げ
と
分
散
化
を
図
り
、
不
足
分
を
西
国
各
地
（
阿
州
・
備
前
・
備
後
）
の
木
綿
の
直
仕
入
・
産
地
へ
の

注
文
で
補
完
す
る
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
伯
州
木
綿
の
直
仕
入
可
能
量
（
＝
西
紙
屋
の
仕
入
限
界
量
）
に
適
し
た
仕
入
体
制

で
も
あ
っ
た
。

（
三
）
伯
州
木
綿
仕
入
と
在
地
商
人
・
都
市
問
屋
資
本
と
の
関
係
（
特
に
大
坂
市
場
に
お
い
て
）

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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寛
政
年
間
、
大
丸
や
恵
比
須
屋
な
ど
の
都
市
問
屋
資
本
は
、
木
綿
生
産
地
や
堺
な
ど
に
買
宿
・
仕
入
店
を
設
け
て
河
内
木
綿
の
直
仕
入
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
伯
州
と
関
係
の
深
い
淀
屋
清
兵
衛
は
、
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
在
地
の
倉
吉
商
人
と
結
合
し
、
伯
州
木
綿

積
登
せ
を
拡
大
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
井
越
後
屋
は
大
丸
や
恵
比
須
屋
の
よ
う
な
河
内
木
綿
直
仕
入
へ
の
参
入
に
お
く
れ
を
と
り
、

淀
屋
清
兵
衛
ら
の
活
動
に
よ
り
伯
州
木
綿
の
積
登
せ
独
占
状
態
を
崩
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
三
井
越
後
屋
は
、
右
の
よ
う
な
大
坂
市
場
の
情
勢
変
化
に
対
し
て
、
河
内
木
綿
を
在
地
の
木
綿
仲
買
か
ら
仕
入
れ
、
直
仕
入
を
維

持
し
つ
つ
も
倉
吉
商
人
の
積
登
せ
た
伯
州
木
綿
を
京
・
大
坂
で
仕
入
れ
る
な
ど
、
代
替
策
を
用
意
し
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
大
坂
商
人
か
ら

の
伯
州
木
綿
確
保
は
、
仕
入
不
足
状
況
下
の
緊
急
措
置
だ
っ
た
と
は
い
え
、
現
状
に
対
応
し
た
三
井
越
後
屋
の
柔
軟
な
仕
入
活
動
の
あ
り
方

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
備
後
三
原
木
綿
仕
入
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、
現
地
商
人
か
ら
三
井
越
後
屋
へ
の
積
極
的
な
売
り
込
み
も
み
ら
れ
た
。
三
原
商
人

和
泉
屋
源
太
郎
は
藩
の
国
産
品
奨
励
策
を
背
景
と
し
て
三
井
越
後
屋
に
仕
入
の
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
当
該
期
の
西
国
諸
藩
の
国
産
品
積
登

せ
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
の
受
入
先
と
し
て
三
井
越
後
屋
の
よ
う
な
有
力
な
都
市
問
屋
資
本
が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
政
段
階
に
お
い
て
、
三
井
越
後
屋
は
、
生
産
地
に
お
い
て
は
在
地
商
人
の
成
長
と
経
済
活
動
の
進
展
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
中
央
市
場

に
お
い
て
は
右
の
よ
う
な
新
た
な
経
済
活
動
に
よ
っ
て
大
坂
へ
積
登
せ
ら
れ
た
商
品
の
有
力
な
顧
客
た
り
え
た
。
三
井
越
後
屋
の
よ
う
な
都

市
問
屋
資
本
は
、
特
権
的
な
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
幕
藩
制
的
流
通
構
造
の
動
揺
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
新
た
な
流
通
活
動
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
と
も
い
え
よ
う
（
１
）。
一
九
世
紀
に
は
相
対
的
地
位
低
下
を
指
摘
さ
れ
る
大
坂
市
場
も
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
、
成
長
す
る
西
国

各
地
の
生
産
地
に
と
っ
て
有
力
市
場
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
三
井
越
後
屋
の
よ
う
な
都
市
問
屋
資
本
に
と
っ
て
、
西
国
各
地
で

生
産
さ
れ
大
坂
市
場
に
も
た
ら
さ
れ
る
木
綿
は
、
廉
価
仕
入
を
行
う
上
で
選
択
肢
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
に
入
り
、
各
地
で
藩
専
売
制
が
展
開
し
、
生
産
構
造
や
流
通
構
造
も
大
き
く
変
貌
す
る
中
で
、
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
直
仕
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入
体
制
も
変
化
し
て
い
く
。
文
政
年
間
に
は
鳥
取
藩
の
木
綿
流
通
統
制
に
よ
り
伯
州
木
綿
直
仕
入
を
中
止
し
、
雲
州
木
綿
の
仕
入
に
転
換
し

て
い
く
。
そ
の
後
、
木
綿
流
通
統
制
の
廃
止
に
よ
り
再
び
木
綿
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
幕
末
に
な
る
と
雲
州
木
綿
の
仕
入
額
が
伯
州

木
綿
を
上
回
っ
て
い
く
。
こ
の
流
通
統
制
実
施
前
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
と
鳥
取
藩
と
の
交
渉
過
程
や
、
藩
の
流
通
統
制
が
失
敗
に
終
わ
っ

て
直
仕
入
を
再
開
す
る
中
で
の
在
地
商
人
の
流
通
活
動
と
の
関
係
な
ど
、
ま
だ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
課
題
は
多
い
。
一
九
世

紀
の
伯
州
木
綿
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
い
。

（

1）
今
井
修
平
氏
は
「
都
市
商
人
や
在
郷
町
の
商
人
を
領
主
側
に
、
在
郷
商
人
を
農
民
側
に
対
置
し
て
、
後
者
の
活
動
が
農
民
的
商
品
生
産
の
発

達
と
結
び
つ
く
も
の
」
と
い
う
理
解
を
評
価
し
つ
つ
も
、
「
封
建
社
会
を
崩
壊
さ
せ
る
一
因
と
し
て
の
商
品
経
済
の
発
達
そ
の
も
の
は
、
そ
の

担
い
手
が
都
市
商
人
で
あ
る
と
在
郷
商
人
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
今
井
論
文
）。

寛政年間における三井越後屋の木綿仕入状況とその特質（下向井）
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